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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアでユーザ
機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記１つまたは複数のセカンダリセルの少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少
なくとも１つの関心のある周波数を指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス（ＭＢＭＳ）関心インジケーションメッセージを受信することと、
　前記受信されたＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに基づいて、前記少なくとも
１つのセカンダリセルの各々についてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１３）情報を
含むように情報要素を構築することと、
　前記構成を有する前記情報要素において、前記プライマリセルからの前記少なくとも１
つのセカンダリセルの各々についての前記ＳＩＢ１３情報を送ることと
　を備える、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）のワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で送られ
る、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記情報要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素である、
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　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＳＩＢ１３情報は、１つまたは複数のマルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに関連付けられたＭＢＭＳ制御情報を取得するための
情報を含むＭＢＳＦＮエリア情報リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢ
ＭＳ通知関連構成パラメータを含むＭＢＭＳ通知構成と
　を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアを有する
構成を受信することと、
　前記１つまたは複数のセカンダリセルの少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少
なくとも１つの関心のある周波数を指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス（ＭＢＭＳ）関心インジケーションメッセージを送信することと、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記少なくとも１つのセカンダリセルの
各々についてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１３）情報を受信することと
　を備え、前記ＳＩＢ１３情報は、前記ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに応答
して前記少なくとも１つのセカンダリセルの各々について受信される、ユーザ機器（ＵＥ
）のワイヤレス通信の方法。
【請求項６】
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で受信さ
れる、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＩＢ１３情報は、前記構成とともに情報要素内で受信される、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＳＩＢ１３情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージ内で受信さ
れる、
　請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアでユーザ
機器（ＵＥ）を構成するための手段と、
　前記１つまたは複数のセカンダリセルの少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少
なくとも１つの関心のある周波数を指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス（ＭＢＭＳ）関心インジケーションメッセージを受信するための手段と、
　前記受信されたＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに基づいて、前記少なくとも
１つのセカンダリセルの各々についてシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１３）情報を含
むように情報要素を構築するための手段と、
　前記構成を有する前記情報要素において、前記プライマリセルからの前記少なくとも１
つのセカンダリセルの各々についてのＳＩＢ１３情報を送るための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
【請求項１０】
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で送られ
る、
　請求項９に記載のｅＮＢ。
【請求項１１】
　前記情報要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素である、
　請求項９に記載のｅＮＢ。
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【請求項１２】
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアを有する
構成を受信するための手段と、
　前記１つまたは複数のセカンダリセルの少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少
なくとも１つの関心のある周波数を指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス（ＭＢＭＳ）関心インジケーションメッセージを送信するための手段と、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記少なくとも１つのセカンダリセルの
各々についてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１３）情報を受信するための手段と
　を備え、前記ＳＩＢ１３情報が、前記ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに応答
して前記少なくとも１つのセカンダリセルの各々について受信される、ワイヤレス通信の
ためのユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項１３】
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で受信さ
れる、
　請求項１２に記載のＵＥ。
【請求項１４】
　前記ＳＩＢ１３情報は、前記構成とともに情報要素内で受信される、
　請求項１３に記載のＵＥ。
【請求項１５】
　実行されると、請求項１～４または請求項５～８の一項に記載の方法を、少なくとも１
つのコンピュータに実施させるための実行可能命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３年３
月８日に出願された「ＰＲＩＭＡＲＹ　ＣＥＬＬ　ＳＩＧＮＡＬＩＮＧ　ＦＯＲ　ＥＭＢ
ＭＳ　ＩＮ　ＣＡＲＲＩＥＲ　ＡＧＧＲＥＧＡＴＩＯＮ」と題する米国特許出願第１３／
７９０，８９８号、および２０１２年１０月２６日に出願された「ＰＲＩＭＡＲＹ　ＣＥ
ＬＬ　ＳＩＧＮＡＬＩＮＧ　ＦＯＲ　ＥＭＢＭＳ　ＩＮ　ＣＡＲＲＩＥＲ　ＡＧＧＲＥＧ
ＡＴＩＯＮ」と題する米国仮出願第６１／７１９，３００号の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に、通信システムに関し、より詳細には、キャリアアグリゲーシ
ョンにおける発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭ
Ｓ）のためのプライマリセルのシグナリングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シ
ステム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割
多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
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には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ
ｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）によって公表されたＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）モバイル規格
の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善することによってモバイルブロー
ドバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ、サービスを改善
し、新しいスペクトルを利用し、かつ、ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを、アッ
プリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技
術を使用して他のオープン規格とより良く統合するように設計されている。しかしながら
、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術の
さらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これら
の技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のある態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。装置は発展型ノードＢであり得る。発展型ノードＢは、プライマリセルからのプ
ライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの１つまたは複数のセカンダ
リキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアでユーザ機器を構成する。加えて、発
展型ノードＢは、構成とともに、プライマリセルからの１つまたは複数のセカンダリセル
のうちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのシステム情報ブロック１３の情報を
送る。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供さ
れる。装置はユーザ機器であり得る。ユーザ機器は、プライマリセルからのプライマリキ
ャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの１つまたは複数のセカンダリキャリア
とを含む、アグリゲートされたキャリアを有する構成を受信する。加えて、ユーザ機器は
、構成とともに、プライマリセルからの１つまたは複数のセカンダリセルのうちの少なく
とも１つのセカンダリセルについてのシステム情報ブロック１３の情報を受信する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】[0007]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0008]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0009]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0010]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0011]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0012]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７Ａ】[0013]マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク内の発展型マ
ルチメディアブロードキャストマルチキャストサービスチャネル構成の一例を示す図。
【図７Ｂ】[0014]マルチキャストチャネルスケジューリング情報メディアアクセス制御の
制御要素のフォーマットを示す図。
【図８Ａ】[0015]連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図８Ｂ】[0016]非連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図８Ｃ】[0017]メディアアクセス制御レイヤのデータアグリゲーションを開示する図。
【図９】[0018]第１の例示的な方法を示すための図。
【図１０】[0019]第２の例示的な方法を示すための図。
【図１１】[0020]第２の例示的な方法をさらに示すための第１の図。
【図１２】[0021]第２の例示的な方法をさらに示すための第２の図。
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【図１３】[0022]第３の例示的な方法を示すための図。
【図１４】[0023]第３の例示的な方法の第１の構成を示す図。
【図１５】[0024]第３の例示的な方法の第２の構成を示す図。
【図１６】[0025]第３の例示的な方法の第３の構成を示す図。
【図１７】[0026]第３の例示的な方法の第４の構成を示す図。
【図１８】[0027]第３の例示的な方法の第５の構成を示す図。
【図１９】[0028]第３の例示的な方法の第６の構成を示す図。
【図２０】[0029]第３の例示的な方法の第７の構成を示す図。
【図２１】[0030]第３の例示的な方法の第８の構成を示す図。
【図２２】[0031]第３の例示的な方法の第９の構成を示す図。
【図２３】[0032]第３の例示的な方法の第１０の構成を示す図。
【図２４】[0033]第３の例示的な方法の第１１の構成を示す図。
【図２５】[0034]第３の例示的な方法の第１２の構成を示す図。
【図２６】[0035]ワイヤレス通信の第１の方法のフローチャート。
【図２７】[0036]ワイヤレス通信の第２の方法のフローチャート。
【図２８】[0037]ワイヤレス通信の第３の方法のフローチャート。
【図２９】[0038]ワイヤレス通信の第４の方法のフローチャート。
【図３０】[0039]ワイヤレス通信の第５の方法のフローチャート。
【図３１】[0040]ワイヤレス通信の第６の方法のフローチャート。
【図３２】[0041]ワイヤレス通信の第７の方法のフローチャート。
【図３３】[0042]ワイヤレス通信の第８の方法のフローチャート。
【図３４】[0043]ワイヤレス通信の第９の方法のフローチャート。
【図３５】[0044]ワイヤレス通信の第１０の方法のフローチャート。
【図３６】[0045]ワイヤレス通信の第１１の方法のフローチャート。
【図３７】[0046]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図３８】[0047]処理システムを用いる装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す
図。
【図３９】[0048]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図４０】[0049]処理システムを用いる装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す
図。
【図４１】[0050]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図４２】[0051]処理システムを用いる装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す
図。
【図４３】[0052]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図４４】[0053]処理システムを用いる装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す
図。
【図４５】[0054]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図４６】[0055]処理システムを用いる装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す
図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　[0056]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
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は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【０００９】
　[0057]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」
と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような
要素をハードウェアとして実装するか、またはソフトウェアとして実装するかは、特定の
適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１０】
　[0058]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわ
たって説明する様々な機能を実施するように構成された他の好適なハードウェアがある。
処理システム中の１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行し得る。ソフトウ
ェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア
記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プロ
グラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーショ
ン、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン
、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広
く解釈されたい。
【００１１】
　[0059]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装した場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、または
コンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コ
ンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによって
アクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭも
しくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デバイ
ス、または命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶する
ために使用でき、コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることがで
きる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディ
スク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デ
ジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登録商標）ディスク（di
sk）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は
、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に
含めるべきである。
【００１２】
　[0060]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼ばれ得
る。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地
上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰ
Ｃ）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、事業者のインターネットプロト
コル（ＩＰ）サービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接
続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図示
していない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者なら容
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易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを
提供するネットワークに拡張され得る。
【００１３】
　[0061]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２インターフ
ェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、ノードＢ
、アクセスポイント、送受信基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能
、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：e
xtended service set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ
１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例に
は、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session in
itiation protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球
測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ
（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、または任意の他の同様
の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユ
ニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、
ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、
アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエ
ージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼
ばれることもある。
【００１４】
　[0062]ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ）１１２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と
、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１
２４と、ブロードキャストマルチキャストサービスセンタ（ＢＭ－ＳＣ）１２６と、パケ
ットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ
１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭ
Ｅ１１２は、ベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットは、サービング
ゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲー
トウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥのＩＰアドレス割振り
ならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に
接続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネットと、Ｉ
Ｐマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）と、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）と
を含み得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービスのプロビジョニングおよび配
信のための機能を実現することができる。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダの
ＭＢＭＳ送信のための入口点として働くことができ、ＰＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービ
スを認可および開始するために使用され得るし、ＭＢＭＳ送信をスケジュールおよび配信
するために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４は、特定のサービスをブロードキ
ャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリ
アに属するｅＮＢ（たとえば、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフィックを分散するため
に使用され得るし、セッション管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集
することとに関与することができる。
【００１５】
　[0063]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮ
Ｂ））、ピコセル、マイクロセル、またはリモート無線ヘッド（ＲＲＨ）であり得る。マ
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クロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべて
のＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセス
ネットワーク２００のこの例には集中コントローラはないが、代替構成では集中コントロ
ーラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、ス
ケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む
、すべての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは、１つまたは複数（たとえば、３つ）の（
セクタとも呼ばれる）セルをサポートすることができる。「セル」という用語は、ｅＮＢ
の最小カバレージエリアを指すことができ、かつ／またはｅＮＢサブシステムのサービン
グは特定のカバレージエリアである。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」
という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００１６】
　[0064]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ：frequency division duplex）と時分割複信（ＴＤＤ：time division duple
x）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ
上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提
示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調お
よび多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これら
の概念は、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（ＥＶ－ＤＯ）またはＵ
ｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯお
よびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２（３ＧＰＰ２）によって公表された
エアインターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドインター
ネットアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録
商標））、およびＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＴＤＭＡを採用するＧｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　
ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（登録商標）、および
Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）など、ＣＤＭＡの他の変形体を採用するＵｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（
登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＯＦＤＭＡを採用するＦｌａｓｈ－ＯＦＤ
Ｍに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰ
Ｐという組織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ
２という組織からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格および
多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課せられる全体的な設計制約に依存する
ことになる。
【００１７】
　[0065]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコードし（すなわち、振幅および位相のスケーリ
ングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコードされた
各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコードされたデータスト
リームは、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ２０６に到着し、こ
れにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０６に宛てられた１つま
たは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、
空間的にプリコードされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空
間的にプリコードされた各データストリームのソースを識別することが可能になる。
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【００１８】
　[0066]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００１９】
　[0067]以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参
照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭ
シンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法であ
る。サブキャリアは、正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデー
タを復元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間
干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が
各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak
-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信
号の形態で使用し得る。
【００２０】
　[0068]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグリ
ッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領域
中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリ
ックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４個
のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リソースブロ
ックは、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリソース要素
を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（Ｄ
Ｌ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることも
ある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ
：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ：physical DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック上
でのみ送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。
したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、および変調方式が高いほど、
ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２１】
　[0069]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され、かつ構成可
能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するた
めにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべ
てのリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、データセクション中の連続する
サブキャリアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし得る連続サブキャリアを
含むデータセクションを生じる。
【００２２】
　[0070]ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するた
めに、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。
ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは
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、データセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の
両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり、かつ周波数上
でホッピングし得る。
【００２３】
　[0071]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するためにリソースブロッ
クのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかな
るＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブ
ルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネッ
トワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある
時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨにはな
い。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレーム
のシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試み
だけを行うことができる。
【００２４】
　[0072]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤとともに示
されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理
機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レ
イヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢ
との間のリンクを担当する。
【００２５】
　[0073]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無
線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレ
イヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、Ｌ２レイヤ５０８の上に、ネットワーク側
のＰＤＮゲートウェイ１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレ
イヤ）と、接続の他端（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端される
アプリケーションレイヤとを含むいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００２６】
　[0074]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失データ
パケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat 
request）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡ
Ｃサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。
ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえ
ば、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡ
ＲＱ動作を担当する。
【００２７】
　[0075]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む
。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（たとえば、無線ベアラ）を取得することと
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、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担
当する。
【００２８】
　[0076]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロー
ラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの
機能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリッ
クに基づいてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割振
りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの
再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００２９】
　[0077]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
）に基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディン
グとインターリービングとを含む。次いで、符号化され変調されたシンボルは並列ストリ
ームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時
間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、
次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互
いに合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成す
る。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーデ
ィングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、符号化および変調方式を
決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５
０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され
得る。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６
２０に与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームで
ＲＦキャリアを変調し得る。
【００３０】
　[0078]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１
レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てら
れた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行し得る。複数
の空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によっ
て単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで
高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルスト
リームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキ
ャリアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボル
と基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタレ
ーションポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チ
ャネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで
、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元
するために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコント
ローラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００３１】
　[0079]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
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セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連し得る。メモリ６
６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プロセッ
サ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット再統合と、復号と、ヘッダ
復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべ
てのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に与えられる。また、様々な制御信号が
Ｌ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９
はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答
（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００３２】
　[0080]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
プロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に、
コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化
および並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルとト
ランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制御
プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡ
ＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担当する。
【００３３】
　[0081]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式を選
択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８によっ
て使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個の送
信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４ＴＸは、
送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３４】
　[0082]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６
２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報
を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０は、Ｌ１レイヤ
を実装し得る。
【００３５】
　[0083]コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連し得る。
メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロセ
ッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポート
チャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット再統合と、復号と、ヘッダ復元
と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパケット
はコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ
動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出
を担当する。
【００３６】
　[0084]図７Ａは、ＭＢＳＦＮ中の発展型ＭＢＭＳ（ｅＭＢＭＳ）チャネル構成の一例を
示す図７５０である。セル７５２’中のｅＮＢ７５２は、第１のＭＢＳＦＮエリアを形成
し、セル７５４’中のｅＮＢ７５４は、第２のＭＢＳＦＮエリアを形成し得る。ｅＮＢ７
５２、７５４は各々、他のＭＢＳＦＮエリア、たとえば、最高合計８つのＭＢＳＦＮエリ
アに関連し得る。ＭＢＳＦＮエリア内のセルが予約済みセルに指定され得る。予約済みセ
ルは、マルチキャスト／ブロードキャストコンテンツを与えないが、セル７５２’、７５
４’に時間同期させられ、ＭＢＳＦＮエリアへの干渉を制限するために、ＭＢＳＦＮリソ
ース上で電力を制限する。ＭＢＳＦＮエリア中の各ｅＮＢは、同じｅＭＢＭＳ制御情報お
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よびデータを同期的に送信する。各エリアは、ブロードキャストサービス、マルチキャス
トサービス、およびユニキャストサービスをサポートし得る。ユニキャストサービスは、
特定のユーザを対象とするサービス、たとえば、音声通話である。マルチキャストサービ
スは、ユーザのグループによって受信され得るサービス、たとえば、サブスクリプション
ビデオサービスである。ブロードキャストサービスは、すべてのユーザによって受信され
得るサービス、たとえば、ニュースブロードキャストである。図７Ａを参照すると、第１
のＭＢＳＦＮエリアは、特定のニュースブロードキャストをＵＥ７７０に与えることなど
によって、第１のｅＭＢＭＳブロードキャストサービスをサポートし得る。第２のＭＢＳ
ＦＮエリアは、異なるニュースブロードキャストをＵＥ７６０に与えることなどによって
、第２のｅＭＢＭＳブロードキャストサービスをサポートし得る。各ＭＢＳＦＮエリアは
、複数の物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ：physical multicast channel）（たと
えば、１５個のＰＭＣＨ）をサポートする。各ＰＭＣＨはマルチキャストチャネル（ＭＣ
Ｈ：multicast channel）に対応する。各ＭＣＨは、複数（たとえば、２９個）のマルチ
キャスト論理チャネルを多重化することができる。各ＭＢＳＦＮエリアは、１つのマルチ
キャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ：multicast control channel）を有し得る。したがっ
て、１つのＭＣＨは、１つのＭＣＣＨと複数のマルチキャストトラフィックチャネル（Ｍ
ＴＣＨ：multicast traffic channel）とを多重化し、残りのＭＣＨは複数のＭＴＣＨを
多重化し得る。
【００３７】
　[0085]ＵＥは、ＬＴＥセルに留まり、ｅＭＢＭＳサービスアクセスおよび対応するアク
セス層構成の利用可能性を発見することができる。第１のステップで、ＵＥは、システム
情報ブロック（ＳＩＢ）１３（ＳＩＢ１３）を取得することができる。第２のステップで
、ＳＩＢ１３に基づいて、ＵＥは、ＭＣＣＨ上でＭＢＳＦＮエリア構成メッセージを取得
することができる。第３のステップで、ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージに基づいて、Ｕ
Ｅは、ＭＣＨスケジューリング情報（ＭＳＩ）のＭＡＣ制御要素を取得することができる
。ＳＩＢ１３は、（１）セルによってサポートされる各ＭＢＳＦＮエリアのＭＢＳＦＮエ
リア識別子と、（２）ＭＣＣＨ繰返し期間（たとえば、３２個、６４個、．．．、２５６
個のフレーム）、ＭＣＣＨオフセット（たとえば、０、１個、．．．、１０個のフレーム
）、ＭＣＣＨ変更期間（たとえば、５１２個、１０２４個のフレーム）、シグナリング変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、繰返し期間とオフセットとによって示される無線
フレームのどのサブフレームがＭＣＣＨを送信することができるかを示すサブフレーム割
振り情報などのＭＣＣＨを取得するための情報と、（３）ＭＣＣＨ変更通知構成とを示す
。ＭＢＳＦＮエリアごとに１つのＭＢＳＦＮエリア構成メッセージが存在する。ＭＢＳＦ
Ｎエリア構成メッセージは、（１）ＰＭＣＨ内の論理チャネル識別子によって識別される
各ＭＴＣＨの一時的モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）およびオプションのセッショ
ン識別子と、（２）ＭＢＳＦＮエリアの各ＰＭＣＨを送信するための割り振られたリソー
ス（すなわち、無線フレームおよびサブフレーム）およびそのエリア内のすべてのＰＭＣ
Ｈのための割り振られたリソースの割振り期間（たとえば、４個、８個、．．．、２５６
個のフレーム）と、（３）ＭＳＩのＭＡＣ制御要素が送信されるＭＣＨスケジューリング
期間（ＭＳＰ）（たとえば、８個、１６個、３２個、．．．、または１０２４個の無線フ
レーム）とを示す。
【００３８】
　[0086]図７Ｂは、ＭＳＩのＭＡＣ制御要素のフォーマットを示す図７９０である。ＭＳ
ＩのＭＡＣ制御要素は、ＭＳＰごとに一度送られ得る。ＭＳＩのＭＡＣ制御要素は、ＰＭ
ＣＨの各スケジューリング期間の最初のサブフレーム内で送られ得る。ＭＳＩのＭＡＣ制
御要素は、ＰＭＣＨ内の各ＭＴＣＨの停止フレームおよびサブフレームを示すことができ
る。ＭＢＳＦＮエリアごとにＰＭＣＨ当たり１つのＭＳＩが存在し得る。
【００３９】
　[0087]ＬＴＥアドバンストのＵＥは、各方向の送信に使用される合計１００ＭＨｚ（５
つのコンポーネントキャリア）までのキャリアアグリゲーションにおいて割り振られた、
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２０ＭＨｚまでの帯域幅のスペクトルを使用する。概して、アップリンク上ではダウンリ
ンクよりも少ないトラフィックが送信され、したがって、アップリンクのスペクトル割振
りはダウンリンクの割振りよりも小さくなり得る。たとえば、アップリンクに２０ＭＨｚ
が割り当てられた場合、ダウンリンクは１００ＭＨｚが割り当てられ得る。これらの非対
称のＦＤＤ割当ては、スペクトルを節約し、ブロードバンド加入者による通常非対称な帯
域利用にぴったり合う。
【００４０】
　[0088]ＬＴＥアドバンストのモバイルシステムの場合、２つのタイプのキャリアアグリ
ゲーションの方法、すなわち、連続キャリアアグリゲーションおよび非連続キャリアアグ
リゲーションが提案されている。連続キャリアアグリゲーションは図８Ａに示され、非連
続キャリアアグリゲーションは図８Ｂに示される。非連続キャリアアグリゲーションは、
複数の利用可能なコンポーネントキャリアが周波数帯域に沿って分離されるときに行われ
る。連続キャリアアグリゲーションは、複数の利用可能なコンポーネントキャリアが互い
に隣接するときに行われる。非連続キャリアアグリゲーションと連続キャリアアグリゲー
ションの両方では、ＬＴＥアドバンストのＵＥの単一ユニットをサービスするために、複
数のＬＴＥ／コンポーネントキャリアがアグリゲートされる。
【００４１】
　[0089]キャリアが周波数帯域に沿って分離されるので、複数のＲＦ受信ユニットおよび
複数のＦＦＴは、ＬＴＥアドバンストのＵＥにおいて非連続キャリアアグリゲーションが
配備され得る。非連続キャリアアグリゲーションは、大きい周波数範囲にわたる複数の分
離されたキャリア上でのデータ送信をサポートするので、周波数帯域が異なると、伝搬経
路損失、ドップラーシフト、および他の無線チャネル特性が大いに変わる可能性がある。
非連続キャリアアグリゲーション手法の下でブロードバンドデータ送信をサポートするた
めに、方法は、様々なコンポーネントキャリアにコーディング、変調、および送信電力を
適応的に調整するために使用され得る。たとえば、ｅＮＢが各コンポーネントキャリア上
の固定された送信電力を有しているＬＴＥアドバンストシステムでは、各コンポーネント
キャリアの有効カバレージまたはサポート可能な変調およびコーディングは、異なり得る
。
【００４２】
　[0090]図８Ｃは、国際モバイル電気通信（ＩＭＴ）アドバンストシステムのためのＭＡ
Ｃレイヤで、様々なコンポーネントキャリアからの送信ブロックをアグリゲートすること
を示す。ＭＡＣレイヤのデータアグリゲーションでは、各コンポーネントキャリアは、Ｍ
ＡＣレイヤ内のそれ自体の独立したＨＡＲＱエンティティと、物理レイヤ内のそれ自体の
送信構成パラメータ（たとえば、送信電力、変調、およびコーディング方式、ならびに複
数のアンテナ構成）とを有する。同様に、物理レイヤでは、コンポーネントキャリアごと
に１つのＨＡＲＱエンティティが与えられる。一般に、複数のコンポーネントキャリアの
ための制御チャネルシグナリングを展開するための３つの異なる手法がある。１番目は、
ＬＴＥシステムにおける制御構造の軽微な変更を伴い、各コンポーネントキャリアは、そ
れ自体のコーディングされた制御チャネルを与えられる。２番目の方法は、異なるコンポ
ーネントキャリアの制御チャネルを一緒にコーディングし、専用のコンポーネントキャリ
ア内に制御チャネルを展開することを伴う。複数のコンポーネントキャリアについての制
御情報は、この専用制御チャネル内でシグナリングコンテンツとして統合されることにな
る。その結果、ＬＴＥシステム内の制御チャネル構造との後方互換性が維持され、キャリ
アアグリゲーションにおけるシグナリングオーバーヘッドが低減される。異なるコンポー
ネントキャリアのための複数の制御チャネルが一緒にコーディングされ、次いで、第３の
キャリアアグリゲーション方法によって形成される周波数帯域全体にわたって送信される
。この手法により、ＵＥ側での高い電力消費を犠牲にして、制御チャネル内の低いシグナ
リングオーバーヘッドおよび高い復号性能がもたらされる。しかしながら、この方法はＬ
ＴＥシステムと互換性がない。
【００４３】
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　[0091]様々な実施形態によれば、（キャリアアグリゲーションとも呼ばれる）マルチキ
ャリアシステム内で動作するＵＥは、プライマリキャリアまたはプライマリコンポーネン
トキャリアと呼ばれ得る同じキャリア上で、制御機能およびフィードバック機能などの複
数のキャリアのいくつかの機能をアグリゲートするように構成される。サポートのために
プライマリキャリアに依存する残りのキャリアは、関連するセカンダリキャリアまたはセ
カンダリコンポーネントキャリアと呼ばれる。プライマリキャリアはプライマリセルによ
って送信される。セカンダリキャリアはセカンダリセルによって送信される。ＵＥは、オ
プションの専用チャネル（ＤＣＨ）、スケジュールされない許可、ＰＵＣＣＨ、および／
または物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）によって提供される制御機能などの
制御機能をアグリゲートすることができる。シグナリングおよびペイロードは、ダウンリ
ンク上でｅＮＢによってＵＥに、およびアップリンク上でＵＥによってｅＮＢに、両方で
送信され得る。
【００４４】
　[0092]いくつかの実施形態では、複数のプライマリキャリアが存在し得る。加えて、セ
カンダリキャリアは、ＵＥの基本動作に影響を及ぼさずに追加または削除され得る。キャ
リアアグリゲーションでは、プライマリキャリアと、１つまたは複数の関連するセカンダ
リキャリアとを形成するために、制御機能は、少なくとも２つのキャリアから１つのキャ
リア上にアグリゲートされ得る。通信リンクは、プライマリキャリアおよび各セカンダリ
キャリアのために確立され得る。その後、通信は、プライマリキャリアに基づいて制御さ
れ得る。
【００４５】
　[0093]キャリアアグリゲーションでは、ＵＥは、サービングｅＮＢにＵＥの能力情報メ
ッセージを送って、サポートされる帯域とキャリアアグリゲーションの帯域幅クラスとを
示す。ＵＥの能力に応じて、サービングｅＮＢは、ＲＲＣ接続再構成プロセスを使用して
ＵＥを構成することができる。ＲＲＣ接続再構成プロセスにより、サービングｅＮＢがセ
カンダリキャリア上で送信するサービングｅＮＢのセカンダリセル（現在４つまでのセカ
ンダリセル）を追加および削除し、プライマリキャリア上で送信するサービングｅＮＢの
プライマリセルを修正することが可能になる。ハンドオーバでは、サービングｅＮＢは、
ＲＲＣ接続再構成プロセスを使用して、対象のプライマリセルでセカンダリセルを追加お
よび削除することができる。サービングｅＮＢは、アクティブ化／非アクティブ化のＭＡ
Ｃ制御要素を使用して、セカンダリセルのデータ送信をアクティブ化または非アクティブ
化することができる。現在、ＵＥは、プライマリセルからのマスタ情報ブロック（ＭＩＢ
）とＳＩＢとをモニタする。プライマリセルは、セカンダリセルのＭＩＢといくつかのＳ
ＩＢとをＵＥに送ることに関与する。プライマリセルは、無線リソース構成共通セカンダ
リセル（RadioResourceConfigCommonSCell）情報要素と、無線リソース専用セカンダリセ
ル（RadioResourceDedicatedSCell）情報要素とを介して、セカンダリセルのＭＩＢとい
くつかのＳＩＢとをＵＥに送る。プライマリセルは、現在、アグリゲートされたセカンダ
リキャリアについてのＳＩＢ１３などのｅＭＢＭＳ関連情報をシグナリングしない。した
がって、アグリゲートされたセカンダリキャリアについてのＳＩＢ１３をプライマリキャ
リアから搬送するための方法が必要とされる。さらに、キャリアアグリゲーション対応の
ＵＥが、マルチバンドｅＭＢＭＳの動作および／または第２の受信チェーンを使用する他
の動作を強化することを可能にするための方法が必要とされる。キャリアアグリゲーショ
ン対応のＵＥの場合、ＵＥは、２つの送信機チェーンを装備することができる。２つの受
信チェーンを利用する装置および方法が提案される。２つの受信チェーンを利用すると、
所望のｅＭＢＭＳサービスの取得がスピードアップされるか、または既存のｅＭＢＭＳ／
ユニキャストサービスの中断が最小化され得る。
【００４６】
　[0094]図９は、例示的な実施形態の第１のセットを示す図９００である。図９に示され
たように、サービングｅＮＢ９０４は、（RRCConnectionReconfigurationメッセージとも
呼ばれる）ＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥ９０２に送って、プライマリセルからのプ
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ライマリキャリア９０６と、１つまたは複数のセカンダリセルからの１つまたは複数のセ
カンダリキャリア９０８とを含む、アグリゲートされたキャリアでＵＥを構成することが
できる。加えて、サービングｅＮＢ９０４は、ＲＲＣ接続再構成メッセージとともに、１
つまたは複数のセカンダリキャリア９０８のうちの少なくとも１つのセカンダリキャリア
についてのプライマリセルからのＳＩＢ１３情報を送ることができる。サービングｅＮＢ
９０４の１つまたは複数のセカンダリセルのうちの少なくとも１つのセカンダリセルは、
少なくとも１つのセカンダリキャリア上で送信する。
【００４７】
　[0095]ＵＥ９０２がＲＲＣ接続モードに入っている間、ＲＲＣ接続再構成メッセージは
ＰＤＳＣＨ上で送られる。ＳＩＢ１３情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージ内の（RadioR
esourceConfigCommonSCell情報要素とも呼ばれる）ＲＲＣ構成共通セカンダリセル情報要
素内で送られ得る。ＳＩＢ１３情報は、ＭＢＳＦＮエリア情報リストと、ｅＭＢＭＳ通知
構成（たとえば、ＭＣＣＨ変更通知構成）とを含む、ＭＢＳＦＮエリア構成情報を含み得
る。ＭＢＳＦＮエリア情報リストは、１つまたは複数のＭＢＳＦＮエリアに関連付けられ
たｅＭＢＭＳ制御情報を取得するための情報を含む。ｅＭＢＭＳ通知構成は、すべてのＭ
ＢＳＦＮエリアに適用可能なｅＭＢＭＳ通知関連構成パラメータを含む。表現「ｒ１０」
はＬＴＥリリース１０を表し、表現「ｒ９」はＬＴＥリリース９を表す。特定のＬＴＥリ
リースのための情報要素は、情報要素９５０に示された情報要素とは異なり得る。
【００４８】
　[0096]したがって、ＵＥ９０２がアグリゲートされたキャリアで構成され、ＲＲＣ接続
モードに入っている場合、ＵＥ９０２は、プライマリキャリア９０６上で１つまたは複数
のセカンダリキャリア９０８のうちの少なくとも１つのセカンダリキャリアについてのＳ
ＩＢ１３情報（たとえば、ＭＢＳＦＮエリア構成情報およびｅＭＢＭＳ通知構成）を受信
することができる。たとえば、ＵＥ９０２がプライマリキャリアＣＣ1ならびに２つのセ
カンダリキャリアＣＣ2およびＣＣ3で構成されると仮定する。ＵＥ９０２は、プライマリ
キャリアＣＣ1上で、セカンダリキャリアＣＣ2またはセカンダリキャリアＣＣ3について
のＳＩＢ１３情報を受信することができる。ＵＥ９０２は、ＲＲＣ構成共通セカンダリセ
ル情報要素内のプライマリキャリア上でＳＩＢ１３情報を受信し、ＲＲＣ構成共通セカン
ダリセル情報要素は、サービングｅＮＢ９０４のプライマリセルからプライマリキャリア
上で受信されたＰＤＳＣＨ上のＲＲＣ接続再構成メッセージ内で受信され得る。
【００４９】
　[0097]一構成では、ＬＴＥリリース１１およびそれ以後のリリースの場合、ＵＥ９０２
は、ＵＥ９０２の１つまたは複数の関心のある周波数を指定する（MBMSInterestIndicati
onメッセージとも呼ばれる）ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを送ることができ
る。１つまたは複数の関心のある周波数は、ＵＥ９０２の関心のあるＭＢＭＳサービスに
関連付けられる。サービングｅＮＢ９０４は、ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージ
を受信し、ＵＥ９０２の関心のある周波数を特定する。次いで、ｅＮＢ９０４は、それら
の特定された関心のある周波数についてのＳＩＢ１３情報を送ることができる。たとえば
、ＵＥ９０２は、セカンダリキャリアＣＣ2に対応する第２の周波数ｆ2への関心を示すＭ
ＢＭＳ関心インジケーションメッセージを送ることができる。次いで、サービングｅＮＢ
９０４は、プライマリキャリアＣＣ1上でセカンダリキャリアＣＣ2についてのＳＩＢ１３
情報を供給することができる。
【００５０】
　[0098]図１０は、第２の例示的な方法を示すための図１０００である。図１０に示され
たように、ＵＥ１００２は、サービングｅＮＢ１００４のプライマリセルからのプライマ
リキャリア１００６と、１つまたは複数の対応するセカンダリセルからの１つまたは複数
のセカンダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアを有する構成を受信する。
構成は、サービングｅＮＢ１００４からのＲＲＣ接続再構成メッセージ内で受信される。
加えて、ＵＥ１００２は、第２のセルの第２の周波数１０１０上で、第１のセルの第１の
周波数１００８についてのＭＣＣＨ変更通知を受信する。ＭＣＣＨ変更通知は、１つまた
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は複数のＭＢＳＦＮエリア内の新しいｅＭＢＭＳセッションなどのＭＣＣＨ変更を示すた
めに、ＭＢＳＦＮエリアごとに１ビット（たとえば、８個のＭＢＳＦＮエリアのための８
ビット）を含み得る。図１０に提供された例では、第１のセルの第１の周波数１００８に
ついてのＭＣＣＨ変更通知は、ＭＣＣＨ情報が第１の周波数１００８について変化してい
ることの通知を供給する。ＭＣＣＨ変更通知は、第２のセルの第２の周波数１０１０上で
受信される。第１の構成では、第１のセルはプライマリセルであり、第２のセルはセカン
ダリセルである。そのような構成では、ＭＣＣＨ変更通知は、プライマリセルについてで
あり、セカンダリセルから受信される。第２の構成では、第１のセルはセカンダリセルで
あり、第２のセルはプライマリセルである。そのような構成では、ＭＣＣＨ変更通知は、
セカンダリセルについてであり、プライマリセルから受信される。第３の構成では、第１
のセルは第１のセカンダリセルであり、第２のセルは、第１のセカンダリセルとは異なる
第２のセカンダリセルである。そのような構成では、ＭＣＣＨ変更通知は、第１のセカン
ダリセルについてであり、第１のセカンダリセルとは異なる第２のセカンダリセルから受
信される。
【００５１】
　[0099]ＵＥ１００２は、ＰＤＣＣＨ上のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマット
の１Ｃメッセージ内でＭＣＣＨ変更通知を受信することができる。ＰＤＣＣＨのＤＣＩフ
ォーマットの１Ｃメッセージは、ＵＥに関連付けられたＭＢＭＳ無線ネットワーク一時識
別子（Ｍ－ＲＮＴＩ）に基づいてスクランブルされる。ＵＥはそのＭ－ＲＮＴＩを使用し
て、受信されたＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマットの１Ｃメッセージを復号する。ＰＤＣＣ
ＨのＤＣＩフォーマットの１Ｃメッセージは、ＭＣＣＨ変更通知がどのキャリアに適用さ
れるかを指定するキャリア周波数インデックス（ＣＦＩ）をさらに含み得る。ＵＥは、５
つまでのキャリア（１つのプライマリキャリアおよび４つまでのセカンダリキャリア）で
構成され得るので、ＣＦＩは、ＭＣＣＨ変更通知が５つのキャリアのうちのどれに適用さ
れるかを識別するための３ビットであり得る。たとえば、プライマリキャリアはＣＦＩ＝
０を有し、第１のセカンダリキャリアはＣＦＩ＝１を有し、第２のセカンダリキャリアは
ＣＦＩ＝２を有し得る。第２のセカンダリキャリアについてのＭＣＣＨ変更通知を含むＰ
ＤＣＣＨのＤＣＩフォーマットの１Ｃメッセージは、受信されたＭＣＣＨ変更通知が第２
のセカンダリキャリアに適用されることをＵＥ１００２に示すために、ＣＦＩ＝２を有す
るプライマリキャリア上のプライマリセルから送られ得る。サービングｅＮＢ１００４は
、アグリゲートされたキャリアの各々で、またはアグリゲートされたキャリアのサブセッ
トで、同じＭＣＣＨ変更通知を送ることができる。たとえば、サービングｅＮＢ１００４
は、第２のセカンダリキャリアに関連付けられたセカンダリセルからの第２のセカンダリ
キャリアについてのＭＣＣＨ変更通知を送ることもできる。両方のＭＣＣＨ変更通知メッ
セージは、プライマリキャリア上および第２のセカンダリキャリア上で同時に受信され得
る。
【００５２】
　[00100]ＬＴＥリリース１１およびそれ以後のリリースの場合、ＵＥ１００２は、関心
のある周波数を指定するＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを生成し、送ることが
できる。サービングｅＮＢ１００４は、ＵＥ１００２を含む複数のＵＥからＭＢＭＳ関心
インジケーションメッセージを受信することができる。指定された関心のある周波数のう
ちの１つが第１のセルの第１の周波数である場合、サービングｅＮＢ１００４は、第１の
周波数についてのＭＣＣＨ変更通知をサービングｅＮＢ１００４によってサービスされる
ＵＥの各々に送ることを決定することができる。したがって、ＵＥ１００２が第１の周波
数を関心のある周波数として指定しなかった場合でも、ＵＥ１００２は、第１の周波数に
ついてのＭＣＣＨ変更通知を受信することができる。サービングｅＮＢ１００４は、受信
されたＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージ内の関心のある周波数として指定されて
いない周波数について、ＭＣＣＨ変更通知メッセージを送らないようにすることができる
。したがって、サービングｅＮＢ１００４は、受信されたＭＢＭＳ関心インジケーション
メッセージ内で指定された関心のある周波数についてのみ、ＭＣＣＨ変更通知メッセージ
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を送ることができる。サービングｅＮＢ１００４は、サービングｅＮＢ１００４によって
サービスされるＵＥがそれを介してＭＣＣＨ変更通知メッセージを受信することができる
セルから、ＭＣＣＨ変更通知メッセージを送ることができる。たとえば、ＵＥが第１のセ
カンダリキャリア上の通信を受信することはできないが、プライマリキャリアおよび第２
のセカンダリキャリア上の通信を受信することができる場合、サービングｅＮＢ１００４
は、プライマリキャリアおよび第２のセカンダリキャリアのみからＭＣＣＨ変更通知メッ
セージを送ることができる。サービングｅＮＢ１００４は、通信がキャリア上のＵＥから
受信されているかどうかに基づいて、どのキャリア上でＵＥがメッセージを受信できるか
を決定することができる。別の構成では、サービングｅＮＢ１００４は、どのセル上でＭ
ＣＣＨ変更通知メッセージを送信するかを選択せず、サービングｅＮＢ１００４によって
送信された各周波数上でＭＣＣＨ変更通知メッセージを送る。
【００５３】
　[00101]図１１は、第２の例示的な実施形態をさらに示すための第１の図１１００であ
る。図１１に示されたように、ＲＲＣ接続モードにあるＵＥは、プライマリセルから第１
の周波数ｆ1上でＰＤＳＣＨを受信することができる。加えて、ＵＥは、第１の周波数ｆ1

上で、セカンダリセルの第２の周波数ｆ2についてのＭＣＣＨ変更の通知を含む、ＰＤＣ
ＣＨのＤＣＩフォーマットの１Ｃメッセージを受信することができる。第１の周波数ｆ1

は０のＣＦＩに関連付けられ、第２の周波数ｆ2は１のＣＦＩに関連付けられ得る。ＭＣ
ＣＨ変更の通知がどの周波数に適用されるかをＵＥに示すために、ＰＤＣＣＨのＤＣＩフ
ォーマットの１Ｃメッセージは、ＭＣＣＨ変更の通知が第２の周波数ｆ2に適用されるこ
とを示す１にセットされたＣＦＩを含み得る。受信されたＭＣＣＨ変更の通知に基づいて
、ＵＥは、新しいセッションが第２の周波数ｆ2上のセカンダリセルに追加されているこ
とを決定することができ、その後、それぞれのＭＴＣＨ上で新しいセッションを受信する
ことができる。図１１は、上記に記載されたように、プライマリセルから受信されている
セカンダリセルについてのＭＣＣＨ変更の通知を示すが、ＭＣＣＨ変更の通知は、プライ
マリセルについてであり、セカンダリセルから受信され得るか、または第１のセカンダリ
セルについてであり、第１のセカンダリセルとは異なる第２のセカンダリセルから受信さ
れ得る。
【００５４】
　[00102]図１２は、第２の例示的な方法をさらに示すための第２の図１２００である。
図１２に示されたように、ＲＲＣ接続モードにあるＵＥは、プライマリセルから第１の周
波数ｆ1上でＰＤＳＣＨを受信することができる。加えて、ＵＥは、第１の周波数ｆ1上で
、セカンダリセルの第２の周波数ｆ2についてのＭＣＣＨ変更の通知を含む、ＰＤＣＣＨ
のＤＣＩフォーマットの１Ｃメッセージを受信することができる。ＵＥは、第２の周波数
ｆ2上で、第２の周波数ｆ2についてのＭＣＣＨ変更の同じ通知を受信することもできる。
ＭＣＣＨ変更の通知は、第１の周波数ｆ1上と第２の周波数ｆ2上の両方で同時に受信され
得る。ＭＣＣＨ変更の通知メッセージは、各々１のＣＦＩを指定して、ＭＣＣＨ変更の通
知が第２の周波数ｆ2についてであることを示すことができる。受信されたＭＣＣＨ変更
の通知に基づいて、ＵＥは、新しいセッションが第２の周波数ｆ2上のセカンダリセルに
追加されていることを決定することができ、その後、第２の周波数ｆ2上で送信されたそ
れぞれのＭＴＣＨ上で新しいセッションを受信することができる。
【００５５】
　[00103]図１３は、第３の例示的な方法を示すための図１３００である。図１３に示さ
れたように、ＵＥ１３０２は、第１の受信チェーンＲＸ1を介して、サービングｅＮＢ１
３０４の第１のセルからの周波数ｆ1上でユニキャスト通信および／またはブロードキャ
スト／マルチキャスト通信を受信する。サービングｅＮＢ１３０４から特定の命令を受信
せずに、ＵＥ１３０２は、第２の受信チェーンＲＸ2を介して自律的に、サービングｅＮ
Ｂ１３０４の第２のセルからの第２の周波数ｆ2上でブロードキャスト／マルチキャスト
信号通信、同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信することを
決定し、受信する。ＵＥ１３０２は、サービングｅＮＢ１３０４の第１のセルからの周波



(19) JP 6324980 B2 2018.5.16

10

20

30

40

50

数ｆ1上でユニキャスト通信および／またはブロードキャスト／マルチキャスト通信と、
サービングｅＮＢ１３０４の第２のセルからの第２の周波数ｆ2上でブロードキャスト／
マルチキャスト信号通信、同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つと
を、同時に受信することができる。ＵＥ１３０２は、２つの受信チェーンＲＸ1、ＲＸ2を
有して示される。しかしながら、ＵＥ１３０２はさらなる受信チェーンを有し得る。たと
えば、ＵＥ１３０２は、１つのプライマリキャリアと４つまでのセカンダリキャリアとを
受信するための５つの受信チェーンを有し得る。第３の例示的な方法では、ＵＥ１３０２
は、サービングｅＮＢ１３０４からいかなる命令も受信せずに、動作（たとえば、マルチ
バンドｅＭＢＭＳ動作）を強化するための第２の受信チェーンＲＸ2を自律的に使用する
。
【００５６】
　[00104]第１の構成では、ＵＥはキャリアアグリゲーションで構成されておらず、した
がって、ＵＥは、動作を強化するための第２の受信チェーンＲＸ2を自律的に使用するこ
とができる。第２の構成では、ＵＥはキャリアアグリゲーションで構成されているが、キ
ャリアアグリゲーションのためには構成されていない受信チェーンを有し（たとえば、Ｕ
Ｅはキャリアアグリゲーションのためには構成されていない受信チェーンを有し）、した
がって、動作を強化するためのそのような受信チェーンを自律的に使用することができる
。第３の構成（図２０および図２１参照）では、ＵＥはキャリアアグリゲーションで構成
され、各受信チェーンはキャリアアグリゲーションのために構成される。各々の構成では
、ＵＥは、複数の利用可能な受信チェーンを同時に利用することができる。
【００５７】
　[00105]図１４は、第３の例示的な方法の第１の構成を示す図１４００である。図１４
に示されたように、ＲＲＣ接続モードにあり、ｅＭＢＭＳサービスを受信していないＵＥ
は、第１の受信チェーンＲＸ1を介して第１の周波数ｆ1上でページング信号を受信するこ
とができる。ＵＥが、第２の周波数ｆ2上の利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定したい
（たとえば、一時モバイルグループ識別子（ＴＭＧＩ）リストを入手したい）と欲し、第
２の受信チェーンＲＸ2がキャリアアグリゲーションのために構成されていない場合、Ｕ
Ｅは、自律的に第２の受信チェーンＲＸ2を使用して、第２の周波数ｆ2上でＳＩＢ１３情
報（たとえば、ＳＩＢ１３）とＭＣＣＨとを受信することができる。ＳＩＢ１３情報に基
づいて、ＵＥはＭＣＣＨを取得するための情報を入手する。一構成では、ＵＥは、周波数
ｆ1、ｆ2に対応するアグリゲートされたキャリアでキャリアアグリゲーションのために以
前構成されていながら、かつＲＲＣ接続モードにいながら（図９参照）、第１の周波数ｆ

1上でＳＩＢ１３情報を入手することができる。そのような構成では、ＵＥは、受信され
たＳＩＢ１３情報をキャッシュし、次いで、キャリアアグリゲーションのためには構成さ
れていないが、ＲＲＣアイドルモードにいるとき、第２の受信チェーンＲＸ2を使用して
、ＭＣＣＨを入手し、キャッシュされたＳＩＢ１３情報に基づいて利用可能なｅＭＢＭＳ
サービスを決定することができる。
【００５８】
　[00106]図１５は、第３の例示的な方法の第２の構成を示す図１５００である。図１４
に関して上記に記載されたように、第２の周波数ｆ2についてのＳＩＢ１３とＭＣＣＨと
を入手した後、ＵＥは、受信されたＳＩＢ１３およびＭＣＣＨに基づいて、第２の受信チ
ェーンＲＸ2を介して第２の周波数ｆ2上でｅＭＢＭＳサービスを受信することを決定する
ことができる。その後、ＵＥは、第２のセルに対して周波数間セルの再選択を以前実行し
ていないまま、第２の受信チェーンＲＸ2を介して第２の周波数ｆ2上でｅＭＢＭＳサービ
スを受信することができる。その後、ＵＥは、第２の周波数ｆ2を最も高い優先順位に設
定し、第２のセルに対して周波数間セルの再選択を実行することができる。第２のセルに
対して周波数間セルの再選択を実行すると、次いで、ＵＥは、第１の受信チェーンＲＸ1

を介して第１のセルから第１の周波数ｆ1上ではなく、第２の受信チェーンＲＸ2を介して
第２のセルから第２の周波数ｆ2上でページング信号を受信することができる。ＵＥは第
１の受信チェーンＲＸ1を使用していないので、次いで、ＵＥは、第１の受信チェーンＲ



(20) JP 6324980 B2 2018.5.16

10

20

30

40

50

Ｘ1をオフにしてバッテリ電力を節約することができる。
【００５９】
　[00107]図１６は、第３の例示的な方法の第３の構成を示す図１６００である。図１６
に示されたように、ＲＲＣアイドルモードにあり、ｅＭＢＭＳサービスを受信しているＵ
Ｅは、第１の受信チェーンＲＸ1を介して第１の周波数ｆ1上でページング信号を受信する
ことができる。ＵＥが、第２の周波数ｆ2上の利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定した
い（たとえば、ＴＭＧＩリストを入手したい）と欲し、第２の受信チェーンＲＸ2がキャ
リアアグリゲーションのために構成されていない場合、ＵＥは、自律的に第２の受信チェ
ーンＲＸ2を使用して、第２の周波数ｆ2上でＳＩＢ１３情報（たとえば、ＳＩＢ１３）と
ＭＣＣＨとを受信することができる。ＳＩＢ１３情報に基づいて、ＵＥはＭＣＣＨを取得
するための情報を入手する。一構成では、ＵＥは、周波数ｆ1、ｆ2に対応するアグリゲー
トされたキャリアでキャリアアグリゲーションのために以前構成されていながら、かつＲ
ＲＣ接続モードにいながら（図９参照）、第１の周波数ｆ1上でＳＩＢ１３情報を入手す
ることができる。そのような構成では、ＵＥは、受信されたＳＩＢ１３情報をキャッシュ
し、次いで、キャリアアグリゲーションのためには構成されていないが、ＲＲＣアイドル
モードにいるとき、第２の受信チェーンＲＸ2を使用して、ＭＣＣＨを入手し、キャッシ
ュされたＳＩＢ１３情報を使用して利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定することができ
る。
【００６０】
　[00108]図１７は、第３の例示的な方法の第４の構成を示す図１７００である。図１６
に関して上記に記載されたように、第２の周波数ｆ2についてのＳＩＢ１３とＭＣＣＨと
を入手した後、ＵＥは、受信されたＳＩＢ１３およびＭＣＣＨに基づいて、第２の受信チ
ェーンＲＸ2を介して第２の周波数ｆ2上でｅＭＢＭＳサービスを受信することを決定する
ことができる。その後、ＵＥは、第２の受信チェーンＲＸ2を介して第２の周波数ｆ2上で
ｅＭＢＭＳサービスを受信することができる。次いで、ＵＥは、第２の受信チェーンＲＸ

2を介して第２の周波数ｆ2上で、ページング信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ１（ＳＩＢ１）と
、ＳＩＢ１３とをモニタする。ＭＩＢはＳＩＢ１を取得するための情報を提供する。ＳＩ
Ｂ１は、ＵＥがＳＩＢ１３を入手するための方法を知るように、ＳＩＢ１３のスケジュー
リングに関する情報を提供する。
【００６１】
　[00109]図１８は、第３の例示的な方法の第５の構成を示す図１８００である。図１８
に示されたように、ＲＲＣ接続モードにあるＵＥは、第１の受信チェーンＲＸ1を介して
第１の周波数ｆ1上でＰＤＳＣＨ内のユニキャスト信号を受信することができる。ＵＥが
、第２の周波数ｆ2上の利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定したい（たとえば、ＴＭＧ
Ｉリストを入手したい）と欲し、第２の受信チェーンＲＸ2がキャリアアグリゲーション
のために構成されていない場合、ＵＥは、自律的に第２の受信チェーンＲＸ2を使用して
、第２の周波数ｆ2上でＳＩＢ１３情報（たとえば、ＳＩＢ１３）とＭＣＣＨとを受信す
ることができる。ＳＩＢ１３情報に基づいて、ＵＥはＭＣＣＨを取得するための情報を入
手する。一構成では、ＵＥは、周波数ｆ1、ｆ2に対応するアグリゲートされたキャリアで
キャリアアグリゲーションのために以前構成されていながら、かつＲＲＣ接続モードにい
ながら（図９参照）、第１の周波数ｆ1上でＳＩＢ１３情報を入手することができる。そ
のような構成では、ＵＥは、受信されたＳＩＢ１３情報をキャッシュし、次いで、キャリ
アアグリゲーションのためには構成されていないが、ＲＲＣアイドルモードにいるとき、
第２の受信チェーンＲＸ2を使用して、ＭＣＣＨを入手し、利用可能なｅＭＢＭＳサービ
スを決定することができる。
【００６２】
　[00110]図１９は、第３の例示的な方法の第６の構成を示す図１９００である。図１８
に関して上記に記載されたように、第２の周波数ｆ2についてのＳＩＢ１３とＭＣＣＨと
を入手した後、ＵＥは、受信されたＳＩＢ１３およびＭＣＣＨに基づいて、第２の受信チ
ェーンＲＸ2を介して第２の周波数ｆ2上でｅＭＢＭＳサービスを受信することを決定する
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ことができる。その後、ＵＥは、第２の受信チェーンＲＸ2を介して第２の周波数ｆ2上で
ｅＭＢＭＳサービスを受信することができる。次いで、ＵＥは、第２の受信チェーンＲＸ

2を介して第２の周波数ｆ2上で、ページング信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ１と、ＳＩＢ１３
とをモニタする。ＵＥは、中断なしに第２の周波数ｆ2上でｅＭＢＭＳサービスを受信し
続けるために、第２の受信チェーンＲＸ2を介して第２の周波数ｆ2上で、ＭＩＢと、ＳＩ
Ｂ１と、ＳＩＢ１３とをモニタする。
【００６３】
　[00111]ＬＴＥリリース１１およびそれ以後のリリースでは、ＵＥは、少なくとも１つ
の関心のある周波数を指定するＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージをサービングｅ
ＮＢに送ることができる。ＵＥが、関心のある周波数として、第１の周波数ｆ1ではなく
、第２のセルに対応する第２の周波数ｆ2を指定した場合、サービングｅＮＢは、第２の
セルに対して周波数間ハンドオーバを行うようにＵＥに命令するメッセージをＵＥに送る
ことができる。次いで、サービングｅＮＢは、ページングセルとして関心のあるｅＭＢＭ
Ｓサービスを搬送している第２のセルを再構成する。メッセージを受信すると、ＵＥは、
第２のセルに対して周波数間ハンドオーバを実行することができる。
【００６４】
　[00112]図２０は、第３の例示的な方法の第７の構成を示す図２０００である。図２０
に示されたように、ＵＥはＲＲＣ接続モードにあり、ｆ1に対応するプライマリセルから
のプライマリキャリアと、ｆ2に対応するセカンダリセルからのセカンダリキャリアとを
含む、アグリゲートされたキャリアで構成される。ＵＥは、第１の受信チェーンＲＸ1を
介して第１の周波数ｆ1上でＰＤＳＣＨ内のユニキャスト信号を受信している。ＵＥが、
第２の周波数ｆ2上の利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定したい（たとえば、ＴＭＧＩ
リストを入手したい）と欲した場合、ＵＥは、第２の受信チェーンＲＸ2を介して第２の
周波数ｆ2上で、ページング信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ１と、ＳＩＢ１３とをモニタする
。ＵＥは、第２の受信チェーンＲＸ2を介して第２の周波数ｆ2上で、ＳＩＢ１３情報（た
とえば、ＳＩＢ１３）とＭＣＣＨとを受信する。ＳＩＢ１３情報に基づいて、ＵＥはＭＣ
ＣＨを取得するための情報を入手する。入手されたＭＣＣＨに基づいて、ＵＥは、ｅＭＢ
ＭＳサービスを搬送するＭＴＣＨ上でｅＭＢＭＳサービスを受信することができる。一構
成では、ＵＥは、図９に関して上記に記載されたように、第１の周波数ｆ1上でＳＩＢ１
３情報を入手することができる。
【００６５】
　[00113]ＵＥは、関心のある周波数を指定するＭＢＭＳ関心インジケーションメッセー
ジをサービングｅＮＢに送ることができる。ＵＥが第３の周波数ｆ3を指定した場合、サ
ービングｅＮＢは、第３の周波数ｆ3を供給するように、プライマリセルまたはセカンダ
リセルを構成することができる。
【００６６】
　[00114]図２１は、第３の例示的な方法の第８の構成を示す図２１００である。図２１
に示されたように、ＵＥはＲＲＣ接続モードにあり、ｆ1に対応するプライマリセルから
のプライマリキャリアと、ｆ2に対応するセカンダリセルからのセカンダリキャリアとを
含む、アグリゲートされたキャリアで構成される。ＵＥは、第１の受信チェーンＲＸ1を
介して第１の周波数ｆ1上で送信されたＰＤＳＣＨ上のユニキャスト信号を受信している
。ＵＥが、第２の周波数ｆ2上の利用可能なｅＭＢＭＳサービスを決定したい（たとえば
、ＴＭＧＩリストを入手したい）と欲した場合、ＵＥは、第２の受信チェーンＲＸ2を介
して第２の周波数ｆ2上で、ページング信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ１とをモニタする。Ｕ
Ｅはまた、第１の受信チェーンＲＸ1を介して第１の周波数ｆ1上でＳＩＢ１３をモニタす
る。ＵＥは、図９に関して上記に記載されたように、ＲＲＣ接続再構成メッセージ内の無
線リソース構成共通セカンダリセル情報要素内でＳＩＢ１３を受信することができる。Ｓ
ＩＢ１３情報に基づいて、ＵＥはＭＣＣＨを取得するための情報を入手する。入手された
ＭＣＣＨに基づいて、ＵＥは、ｅＭＢＭＳサービスを搬送するＭＴＣＨ上でｅＭＢＭＳサ
ービスを受信することができる。
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【００６７】
　[00115]図２２は、第３の例示的な方法の第９の構成を示す図２２００である。図２２
に示されたように、ＲＲＣアイドルモードにあり、ｅＭＢＭＳサービスを受信しているＵ
Ｅは、第１の受信チェーンＲＸ1を介して第１の周波数ｆ1上でページング信号を受信する
ことができる。第２の受信チェーンＲＸ2がキャリアアグリゲーションのために構成され
ず、第１の周波数ｆ1がそれを介して受信された訪問公的地域モバイルネットワーク（Ｖ
ＰＬＭＮ）に留まらされ、ＵＥがＶＰＬＭＮよりも高い優先順位を有する公的地域モバイ
ルネットワーク（ＰＬＭＮ）を探索することを決定すると仮定する。ＵＥは、第２の受信
チェーンＲＸ2を使用して、ＶＰＬＭＮよりも高い優先順位を有するＰＬＭＮを探索する
ことを自律的に決定することができる。ＰＬＭＮを探索するとき、ＵＥは、第２の受信チ
ェーンＲＸ2を介して周波数ｆx上でＭＩＢとＳＩＢ１とを受信することができる。
【００６８】
　[00116]図２３は、第３の例示的な方法の第１０の構成を示す図２３００である。図２
３に示されたように、ＲＲＣアイドルモードにあり、ｅＭＢＭＳサービスを受信している
ＵＥは、第１の受信チェーンＲＸ1を介して第１の周波数ｆ1上でページング信号を受信す
ることができる。第２の受信チェーンＲＸ2がキャリアアグリゲーションのために構成さ
れず、ＵＥが周波数間測定または無線アクセスネットワーク間（ＲＡＴ間）測定を実行す
るように要求されたと仮定する。周波数間測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定
すると、ＵＥは、第２の受信チェーンＲＸ2を使用して、周波数ｆx上でプライマリ同期信
号（ＰＳＳ）と、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）と、ＣＲＳとを受信することを自律的に
決定することができる。
【００６９】
　[00117]図２４は、第３の例示的な方法の第１１の構成を示す図２４００である。第２
の受信チェーンＲＸ2がキャリアアグリゲーションのために構成されず、ＵＥが周波数間
測定またはＲＡＴ間測定を実行するように要求されたと仮定する。図２４に示されたよう
に、ＲＲＣ接続モードにあり、ｅＭＢＭＳサービスを受信しているＵＥは、いかなる測定
ギャップまたは接続された不連続受信（ＣＤＲＸ）も必要とせずに、第１の受信チェーン
ＲＸ1を介して第１の周波数ｆ1上でユニキャスト／ｅＭＢＭＳサービスを連続して受信す
ることができる。周波数間測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定すると、ＵＥは
、第２の受信チェーンＲＸ2を使用して、周波数ｆx上でＰＳＳと、ＳＳＳと、ＣＲＳとを
受信することを自律的に決定することができる。
【００７０】
　[00118]図２５は、第３の例示的な方法の第１２の構成を示す図２５００である。第２
の受信チェーンＲＸ2がキャリアアグリゲーションのために構成されず、ＵＥが自動近隣
関係（ＡＮＲ）測定を実行するようにｅＮＢによって要求されたと仮定する。図２４に示
されたように、ＲＲＣ接続モードにあり、ｅＭＢＭＳサービスを受信しているＵＥは、い
かなる測定ギャップまたはＣＤＲＸも必要とせずに、第１の受信チェーンＲＸ1を介して
第１の周波数ｆ1上でユニキャスト／ｅＭＢＭＳサービスを連続して受信することができ
る。ＡＮＲ測定を実行することを決定すると、ＵＥは、第２の受信チェーンＲＸ2を介し
て周波数ｆx上でＡＮＲ測定を実行し、ｅＮＢに物理セル識別子（ＰＣＩ）を報告する。
受信されたＰＣＩに基づいて、ｅＮＢは、セルグローバル識別情報（ＣＧＩ）を入手する
ようにＵＥに要求することができる。次いで、ＵＥは、ＣＧＩを入手するために、ＭＩＢ
とＳＩＢ１とを入手することができる。次いで、ＵＥは、ｅＮＢにＣＧＩを報告すること
ができる。
【００７１】
　[00119]図２６は、ワイヤレス通信の第１の方法のフローチャート２６００である。方
法はｅＮＢによって実行され得る。図２６に示されたように、ステップ２６０２で、ｅＮ
Ｂは、プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルか
らの１つまたは複数のセカンダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアでＵＥ
を構成する。ステップ２６０８で、ｅＮＢは、構成とともに、プライマリセルからの１つ
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または複数のセカンダリセルのうちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのＳＩＢ
１３情報を送る。たとえば、図９および図２１に関して記載されたように、ｅＮＢは、ア
グリゲートされたキャリアでＵＥを構成するＲＲＣ接続再構成メッセージを送ることがで
きる。ＲＲＣ接続再構成は、プライマリセルからプライマリキャリア上で送られる。ＲＲ
Ｃ接続再構成メッセージは、セカンダリセルについてのＳＩＢ１３情報を含んでいる無線
リソース構成共通セカンダリセル情報要素を含み得る。したがって、ＵＥは、プライマリ
セルからセカンダリセルについてのＳＩＢ１３情報を受信する。
【００７２】
　[00120]ＳＩＢ１３情報はＰＤＳＣＨ上で送られ得る。ＳＩＢ１３情報は、構成ととも
に情報要素内でＵＥに送られ得る。情報要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情
報要素であり得る。ＳＩＢ１３情報は、１つまたは複数のＭＢＳＦＮエリアに関連付けら
れたＭＢＭＳ制御情報を取得するための情報を含むＭＢＳＦＮエリア情報リストと、すべ
てのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢＭＳ通知関連構成パラメータを含むＭＢＭＳ通知
構成とを含み得る。ＳＩＢ１３情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージ内で送られ得る。ス
テップ２６０８の前に、ステップ２６０４で、ｅＮＢは、少なくとも１つのセカンダリセ
ルに対応する少なくとも１つの関心のある周波数を指定する、ＭＢＭＳ関心インジケーシ
ョンメッセージを受信することができる。ステップ２６０６で、ｅＮＢは、受信されたＭ
ＢＭＳ関心インジケーションメッセージに基づいて、少なくとも１つのセカンダリセルの
各々についてのＳＩＢ１３情報を含むように情報要素を構築することができる。ＳＩＢ１
３情報は情報要素内で送られ得る。
【００７３】
　[00121]図２７は、ワイヤレス通信の第２の方法のフローチャート２７００である。方
法はｅＮＢによって実行され得る。図２７に示されたように、ステップ２７０８で、ｅＮ
ＢはＭＣＣＨ変更通知を構築する。ステップ２７１２で、ｅＮＢは、第２のセルの第２の
周波数上で、第１のセルの第１の周波数についてのＭＣＣＨ変更通知を送る。たとえば、
図１１に関して記載されたように、ｅＮＢは、ＭＣＣＨ変更の通知を含むＰＤＣＣＨのＤ
ＣＩフォーマットの１Ｃメッセージを作成する。ｅＮＢは、プライマリセルの周波数ｆ1

上でセカンダリセルの周波数ｆ2についてＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマットの１Ｃメッセ
ージを送ることができる。
【００７４】
　[00122]ＭＣＣＨ変更通知は、ＰＤＣＣＨ上で送られ得る。ＭＣＣＨ変更通知は、ＤＣ
Ｉ内で送られ得る。ＤＣＩは、ＤＣＩフォーマットの１Ｃメッセージ内で送られ得る。Ｄ
ＣＩは、ＭＣＣＨ変通知が適用される第１のセルの周波数インデックスを識別するＣＦＩ
をさらに含み得る。ステップ２７１２で、ｅＮＢは、第１のセルから第１のセルについて
のＭＣＣＨ変更通知を送ることもできる。図１２に関して記載されたように、第１のセル
についてのＭＣＣＨ変更通知は、第１のセルおよび第２のセルから同時に送られ得る。
【００７５】
　[00123]ステップ２７０２で、ｅＮＢは、少なくとも１つのＵＥの各々からＭＢＭＳ関
心インジケーションメッセージを受信することができる。少なくとも１つのＵＥの各々か
らのＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージのうちの少なくとも１つは、第１の周波数
を含む少なくとも１つの関心のある周波数を指定する。ステップ２７０４で、ｅＮＢは、
指定された少なくとも１つの関心のある周波数に基づいて、第１のセルについてのＭＣＣ
Ｈ変更通知を送ることを決定する。ステップ２７０６で、ｅＮＢは、少なくとも１つの関
心のある周波数がある周波数を含まないとき、その周波数についての第２のＭＣＣＨ変更
通知を送らないようにすることを決定することができる。ステップ２７１０で、ｅＮＢは
、（たとえば、ＵＥが第２のセルから受信するように構成されたので）ＵＥが第２のセル
から通信を受信することができると決定し、ＵＥが第２のセルから通信を受信することが
できるとの決定に基づいて、第２のセルからＭＣＣＨ変更通知を送ることを決定すること
ができる。代替として、ｅＮＢは、ｅＮＢによって送信された各周波数上でＭＣＣＨ変更
通知を送ることができる。たとえば、ｅＮＢが周波数ｆ1とｆ2とｆ3とを送信すると仮定
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する。ｅＮＢは、ｆ2およびｆ3上でｆ1についてのＭＣＣＨ変更通知を送信することがで
きる。ｅＮＢは、ｆ1上でＭＣＣＨ変更通知を送信することもできる。別の構成では、ｅ
ＮＢによってサービスされるＵＥがｆ3上で受信していないとｅＮＢが決定した場合、ｅ
ＮＢはｆ2上またはｆ1上とｆ2上の両方でｆ1についてのＭＣＣＨ変更通知を送信すること
ができる。
【００７６】
　[00124]図２８は、ワイヤレス通信の第３の方法のフローチャート２８００である。方
法はＵＥによって実行され得る。図２８に示されたように、ステップ２８０２で、ＵＥは
、プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアを有する構
成を受信する。ステップ２８０６で、ＵＥは、構成とともに、プライマリセルからの１つ
または複数のセカンダリセルのうちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのＳＩＢ
１３情報を受信する。ＳＩＢ１３情報はＰＤＳＣＨ上で受信され得る。ＳＩＢ１３情報は
、構成とともに情報要素内でＵＥに受信され得る。情報要素は、無線リソース構成共通セ
カンダリセル情報要素であり得る。ＳＩＢ１３情報は、１つまたは複数のＭＢＳＦＮエリ
アに関連付けられたＭＢＭＳ制御情報を取得するための情報を含むＭＢＳＦＮエリア情報
リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢＭＳ通知関連構成パラメータを含
むＭＢＭＳ通知構成とを含み得る。ＳＩＢ１３情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージ内で
受信され得る。ステップ２８０４で、ＵＥは、少なくとも１つのセカンダリセルに対応す
る少なくとも１つの関心のある周波数を指定する、ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセ
ージを送信することができる。そのような構成では、ステップ２８０６で、ＳＩＢ１３情
報は、ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに応答して、少なくとも１つのセカンダ
リセルについて受信され得る。
【００７７】
　[00125]図２９は、ワイヤレス通信の第４の方法のフローチャート２９００である。方
法はＵＥによって実行され得る。図２９に示されたように、ステップ２９０２で、ＵＥは
、プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数の対応するセカンダリセ
ルからの１つまたは複数のセカンダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアを
有する構成を受信する。ステップ２９０６で、ＵＥは、第２のセルの第２の周波数上で、
第１のセルの第１の周波数についてのＭＣＣＨ変更通知を受信する。ＭＣＣＨ変更通知は
、ＰＤＣＣＨ上で受信され得る。ＭＣＣＨ変更通知は、ＤＣＩ内で受信され得る。ＤＣＩ
は、ＤＣＩフォーマットの１Ｃメッセージ内で受信され得る。ＤＣＩは、ＭＣＣＨ変更通
知が適用される第１のセルの周波数インデックスを識別するＣＦＩをさらに含み得る。ス
テップ２９０８で、ＵＥは、第１のセルから第１のセルについてのＭＣＣＨ変更通知を受
信することもできる。第１のセルについてのＭＣＣＨ変更通知は、第１のセルおよび第２
のセルから同時に受信され得る。ステップ２９０４で、ＵＥは、ＭＢＭＳ関心インジケー
ションメッセージを送信することができる。ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージは
、第１の周波数を含む少なくとも１つの関心のある周波数を指定することができる。その
ような構成では、ステップ２９０６で、第１のセルについてのＭＣＣＨ変更通知は、ＭＢ
ＭＳ関心インジケーションメッセージに応答して受信され得る。
【００７８】
　[00126]図３０は、ワイヤレス通信の第５の方法のフローチャート３０００である。方
法はＵＥによって実行され得る。図３０に示されたように、ステップ３００２で、ＵＥは
、第１の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第１のセルから第１の周波数上で、ユ
ニキャスト通信またはブロードキャスト／マルチキャスト通信のうちの少なくとも１つを
受信する。ステップ３００４で、ＵＥは、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、
同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する命令をサービング
ｅＮＢから受信せずに、第２の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第２のセルから
第２の周波数上で、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、または
基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する。
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【００７９】
　[00127]第１の構成では、図１４に関して記載されたように、ＵＥはＲＲＣアイドルモ
ードにあり得るし、第１の周波数上のページング信号は、第１の受信チェーンを介して受
信され、第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つは、第２の
受信チェーンを介して受信され得る。第２の構成では、図１５に関して記載されたように
、ＵＥはＲＲＣアイドルモードにあり得るし、第１の周波数上のページング信号は、第１
の受信チェーンを介して受信され、第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの
少なくとも１つは、第２の受信チェーンを介して受信され得る。加えて、ステップ３００
６で、ＵＥは、受信されたＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つに基づいて
、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信することを決定
することができる。ステップ３００８で、ＵＥは、第２のセルに対して周波数間セルの再
選択を実行する前に、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳサービスを
受信することができる。ステップ３０１０で、ＵＥは、第２の周波数を最も高い優先順位
に設定することができる。ステップ３０１２で、ＵＥは、第２のセルに対して周波数間セ
ルの再選択を実行することができる。ステップ３０１４で、ＵＥは、第２のセルに対して
周波数間セルの再選択を実行すると、第１の受信チェーンを介して第１のセルから第１の
周波数上ではなく、第２の受信チェーンを介して第２のセルから第２の周波数上でページ
ング信号を受信することができる。ステップ３０１６で、ＵＥは、第１の受信チェーンを
オフにして電力を節約することができる。第３の構成では、図１６に関して記載されたよ
うに、ＵＥはＲＲＣアイドルモードにあり得るし、第１の周波数上のページング信号は、
第１の受信チェーンを介して受信され、第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのう
ちの少なくとも１つは、第２の受信チェーンを介して受信され得る。加えて、ＵＥは、第
１の受信チェーンを介して第１の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信することができる。
【００８０】
　[00128]図３１は、ワイヤレス通信の第６の方法のフローチャート３１００である。方
法はＵＥによって実行され得る。図３１に示されたように、ステップ３１０２で、ＵＥは
、第１の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第１のセルから第１の周波数上で、ユ
ニキャスト通信またはブロードキャスト／マルチキャスト通信のうちの少なくとも１つを
受信する。ステップ３１０４で、ＵＥは、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、
同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する命令をサービング
ｅＮＢから受信せずに、第２の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第２のセルから
第２の周波数上で、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、または
基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する。
【００８１】
　[00129]第４の構成では、図１７に関して記載されたように、ＵＥはＲＲＣアイドルモ
ードにあり得るし、第１の周波数上のページング信号は、第１の受信チェーンを介して受
信され、第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つは、第２の
受信チェーンを介して受信され得る。加えて、ＵＥは、第１の受信チェーンを介して第１
の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信することができる。さらに、ステップ３１０６で、
ＵＥは、受信されたＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つに基づいて、第２
の受信チェーンを介して第２の周波数上で第２のＭＢＭＳサービスを受信することを決定
することができる。ステップ３１０８で、ＵＥは、第２の受信チェーンを介して第２の周
波数上で第２のＭＢＭＳサービスを受信することができる。ステップ３１１０で、ＵＥは
、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で、ページング信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ
１と、ＳＩＢ１３とをモニタすることができる。ＵＥは、ＳＩＢ１を取得するための情報
を入手するためにＭＩＢを入手することができる。ＵＥは、ＳＩＢ１３を取得するための
情報を入手するためにＳＩＢ１を取得することができる。ＵＥは、中断なしに第２の受信
チェーンを介してｅＭＢＭＳサービスを受信するために、ｅＭＢＭＳサービスに関連付け
られた情報を入手するためにＳＩＢ１３を取得することができる。
【００８２】
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　[00130]第５の構成では、図１８に関して記載されたように、ＵＥはＲＲＣ接続モード
にあり、第１の周波数上のユニキャスト信号は、第１の受信チェーンを介して受信され、
第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つは、第２の受信チェ
ーンを介して受信され得る。第６の構成では、図１９に関して記載されたように、ＵＥは
ＲＲＣ接続モードにあり得るし、第１の周波数上のユニキャスト信号は、第１の受信チェ
ーンを介して受信され、第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも
１つは、第２の受信チェーンを介して受信され得る。加えて、ステップ３１０６で、ＵＥ
は、受信されたＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つに基づいて、第２の受
信チェーンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信することを決定することが
できる。ステップ３１０８で、ＵＥは、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭ
ＢＭＳサービスを受信することができる。ステップ３１１０で、ＵＥは、第２の受信チェ
ーンを介して第２の周波数上で、ページング信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ１と、ＳＩＢ１３
とをモニタすることができる。ＵＥは、ＳＩＢ１を取得するための情報を入手するために
ＭＩＢを入手することができる。ＵＥは、ＳＩＢ１３を取得するための情報を入手するた
めにＳＩＢ１を取得することができる。ＵＥは、中断なしに第２の受信チェーンを介して
ｅＭＢＭＳサービスを受信するために、ｅＭＢＭＳサービスに関連付けられた情報を入手
するためにＳＩＢ１３を取得することができる。
【００８３】
　[00131]図３２は、ワイヤレス通信の第７の方法のフローチャート３２００である。方
法はＵＥによって実行され得る。図３２に示されたように、ステップ３２０２で、ＵＥは
、第１の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第１のセルから第１の周波数上で、ユ
ニキャスト通信またはブロードキャスト／マルチキャスト通信のうちの少なくとも１つを
受信する。ステップ３２０４で、ＵＥは、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、
同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する命令をサービング
ｅＮＢから受信せずに、第２の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第２のセルから
第２の周波数上で、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、または
基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する。
【００８４】
　[00132]第６の構成では、図１９に関して記載されたように、ＵＥはＲＲＣ接続モード
にあり、第１の周波数上のユニキャスト信号は、第１の受信チェーンを介して受信され、
第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つは、第２の受信チェ
ーンを介して受信され得る。加えて、ステップ３２０６で、ＵＥは、受信されたＳＩＢ１
３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つに基づいて、第２の受信チェーンを介して第２
の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信することを決定することができる。ステップ３２０
８で、ＵＥは、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信す
ることができる。ステップ３２１０で、ＵＥは、第１のセルまたは第２のセルのうちの１
つに対応する少なくとも１つの関心のある周波数を指定する、ＭＢＭＳ関心インジケーシ
ョンメッセージをサービングｅＮＢに送ることができる。ステップ３２１２で、ＵＥは、
少なくとも１つの関心のある周波数が第２のセルに対応するとき、第２のセルに対して周
波数間ハンドオーバを行うようにＵＥに命令するメッセージを受信することができる。ス
テップ３２１４で、ＵＥは、メッセージを受信すると、第２のセルに対して周波数間ハン
ドオーバを実行することができる。
【００８５】
　[00133]図３３は、ワイヤレス通信の第８の方法のフローチャート３３００である。方
法はＵＥによって実行され得る。図３３に示されたように、ステップ３３０４で、ＵＥは
、第１の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第１のセルから第１の周波数上で、ユ
ニキャスト通信またはブロードキャスト／マルチキャスト通信のうちの少なくとも１つを
受信する。ステップ３３０６で、ＵＥは、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、
同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する命令をサービング
ｅＮＢから受信せずに、第２の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第２のセルから
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第２の周波数上で、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、または
基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する。
【００８６】
　[00134]第７の構成では、図２０に関して記載されたように、ステップ３３０２で、Ｕ
Ｅは、プライマリセルとセカンダリセルとを含むアグリゲートされたキャリア向けの構成
を受信する。第１のセルはプライマリセルであり、第２のセルはセカンダリセルである。
ユニキャスト信号は、第１の受信チェーンを介してプライマリセルから受信される。ステ
ップ３３０８で、ＵＥは、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で、少なくとも１
つのページング信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ１と、ＳＩＢ１３とをモニタする。ステップ３
３１０で、ＵＥは、第２の受信チェーンを介してセカンダリセルから、ＳＩＢ１３、ＭＣ
ＣＨ、およびＭＴＣＨのうちの少なくとも１つを受信することができる。ステップ３３１
２で、ＵＥは、第３の周波数を指定するＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージをサー
ビングｅＮＢに送ることができる。ステップ３３１４で、ＵＥは、その中でプライマリセ
ルまたはセカンダリセルのうちの１つが第３の周波数を提供する、アグリゲートされたキ
ャリア向けの構成を受信することができる。
【００８７】
　[00135]図３４は、ワイヤレス通信の第９の方法のフローチャート３４００である。方
法はＵＥによって実行され得る。図３４に示されたように、ステップ３４０２で、ＵＥは
、第１の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第１のセルから第１の周波数上で、ユ
ニキャスト通信またはブロードキャスト／マルチキャスト通信のうちの少なくとも１つを
受信する。ステップ３４０６で、ＵＥは、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、
同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する命令をサービング
ｅＮＢから受信せずに、第２の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第２のセルから
第２の周波数上で、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、または
基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する。
【００８８】
　[00136]第９の構成では、図２２に関して記載されたように、ＵＥは、第１の受信チェ
ーンを介して第１の周波数上でページング信号とＭＢＭＳサービスとを受信する。ステッ
プ３４０４で、ＵＥは、第１の周波数がそれを介して受信されたＶＰＬＭＮよりも高い優
先順位を有するＰＬＭＮを探索することを決定する。そのような構成では、ステップ３４
０６で、ＵＥは、ＶＰＬＭＮよりも高い優先順位を有するＰＬＭＮを探索することを決定
すると、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭＩＢとＳＩＢ１とを受信する。
【００８９】
　[00137]図３５は、ワイヤレス通信の第１０の方法のフローチャート３５００である。
方法はＵＥによって実行され得る。図３５に示されたように、ステップ３５０２で、ＵＥ
は、第１の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第１のセルから第１の周波数上で、
ユニキャスト通信またはブロードキャスト／マルチキャスト通信のうちの少なくとも１つ
を受信する。ステップ３５０６で、ＵＥは、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信
、同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する命令をサービン
グｅＮＢから受信せずに、第２の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第２のセルか
ら第２の周波数上で、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、また
は基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する。
【００９０】
　[00138]第１０の構成では、図２３に関して記載されたように、ＲＲＣアイドルモード
にあるＵＥは、第１の受信チェーンを介して第１の周波数上でページング信号とＭＢＭＳ
サービスとを受信する。ステップ３５０４で、ＵＥは、周波数間測定またはＲＡＴ間測定
を実行することを決定する。そのような構成では、ステップ３５０６で、ＵＥは、周波数
間測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定すると、第２の受信チェーンを介して第
２の周波数上で、ＰＳＳと、ＳＳＳと、ＣＲＳとを受信する。
【００９１】
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　[00139]第１１の構成では、図２４に関して記載されたように、第１の周波数上のユニ
キャストサービスおよびＭＢＭＳサービスは、第１の受信チェーンを介して受信される。
したがって、ＵＥはＲＲＣ接続モードに入っている。ステップ３５０４で、ＵＥは、周波
数間測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定する。そのような構成では、ステップ
３５０６で、ＵＥは、周波数間測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定すると、第
２の受信チェーンを介して第２の周波数上で、ＰＳＳと、ＳＳＳと、ＣＲＳとを受信する
。
【００９２】
　[00140]図３６は、ワイヤレス通信の第１１の方法のフローチャート３６００である。
方法はＵＥによって実行され得る。図３６に示されたように、ステップ３６０２で、ＵＥ
は、第１の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第１のセルから第１の周波数上で、
ユニキャスト通信またはブロードキャスト／マルチキャスト通信のうちの少なくとも１つ
を受信する。ステップ３６０６で、ＵＥは、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信
、同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する命令をサービン
グｅＮＢから受信せずに、第２の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第２のセルか
ら第２の周波数上で、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、また
は基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する。
【００９３】
　[00141]第１２の構成では、図２５に関して記載されたように、ＵＥは、第１の受信チ
ェーンを介して第１の周波数上でユニキャストサービスとＭＢＭＳサービスとを受信する
。ステップ３６０４で、ＵＥは、第１の受信チェーンを介してＡＮＲ測定を実行するメッ
セージを受信し、第２の受信チェーンを介してＡＮＲ測定を実行する。
【００９４】
　[00142]図３７は、例示的な装置３７０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図３７００である。装置は、プライマリセルからの
プライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの１つまたは複数のセカン
ダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアでＵＥを構成するために、情報要素
生成モジュール３７０６と通信するように構成された、アグリゲートされたキャリア構成
モジュール３７０４を含む。装置３７０２は、情報要素生成モジュール３７０６と通信し
て、情報要素（ＩＥ）を入手し、構成とともに、プライマリセルからの１つまたは複数の
セカンダリセルのうちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのＳＩＢ１３情報を送
るように構成された、送信モジュールをさらに含む。送信モジュール３７０８は、ＰＤＳ
ＣＨ上でＳＩＢ１３情報を送るように構成され得る。送信モジュール３７０８は、構成と
ともに情報要素内でＵＥ３７５０にＳＩＢ１３情報を送るように構成され得る。情報要素
は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素であり得る。ＳＩＢ１３情報は、１つ
または複数のＭＢＳＦＮエリアに関連付けられたＭＢＭＳ制御情報を取得するための情報
を含むＭＢＳＦＮエリア情報リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢＭＳ
通知関連構成パラメータを含むＭＢＭＳ通知構成とを含み得る。送信モジュール３７０８
は、ＲＲＣ接続再構成メッセージ内でＳＩＢ１３情報を送るように構成され得る。装置３
７０２は、少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少なくとも１つの関心のある周波
数を指定する、ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを受信するように構成された、
受信モジュール３７１０をさらに含み得る。情報要素生成モジュール３７０６は、受信モ
ジュール３７１０からＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを受信し、受信されたＭ
ＢＭＳ関心インジケーションメッセージに基づいて、少なくとも１つの関心のあるセカン
ダリセルの各々についてのＳＩＢ１３情報を含むように情報要素を構築するように構成さ
れる。送信モジュール３７０８は、情報要素内でＳＩＢ１３情報を送るように構成される
。
【００９５】
　[00143]本装置は、図２６の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々
を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図２６の上述のフローチャート内
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の各ステップは、１つのモジュールによって実行され、装置は、それらのモジュールのう
ちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリ
ズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べ
られたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装され
るか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそ
れらの何らかの組合せであり得る。
【００９６】
　[00144]図３８は、処理システム３８１４を用いる装置３７０２’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図３８００である。処理システム３８１４は、バス３８２４によ
って概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス３８２４は、処理
システム３８１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
バスおよびブリッジを含み得る。バス３８２４は、プロセッサ３８０４、モジュール３７
０４、３７０６、３７０８、３７１０、およびコンピュータ可読媒体３８０６によって表
される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な
回路を互いにリンクする。バス３８２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整
器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術
分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【００９７】
　[00145]処理システム３８１４は、トランシーバ３８１０に結合され得る。トランシー
バ３８１０は、１つまたは複数のアンテナ３８２０に結合される。トランシーバ３８１０
は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム３８
１４は、コンピュータ可読媒体３８０６に結合されたプロセッサ３８０４を含む。プロセ
ッサ３８０４は、コンピュータ可読媒体３８０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む
一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ３８０４によって実行されたとき
、処理システム３８１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行
させる。コンピュータ可読媒体３８０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッ
サ３８０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、
モジュール３７０４とモジュール３７０６とモジュール３７０８とモジュール３７１０の
うちの少なくとも１つをさらに含む。モジュールは、コンピュータ可読媒体３８０６に常
駐する／記憶されたプロセッサ３８０４の中で実行中のソフトウェアモジュール、プロセ
ッサ３８０４に結合した１つまたは複数のハードウェアモジュール、または何らかのそれ
らの組合せであり得る。処理システム３８１４は、ｅＮＢ６１０の構成要素であり得るし
、メモリ６７６、ならびに／またはＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、およ
びコントローラ／プロセッサ６７５のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００９８】
　[00146]一構成では、ワイヤレス通信のための装置３７０２／３７０２’は、プライマ
リセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの１つまたは
複数のセカンダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアでＵＥを構成するため
の手段を含む。装置は、構成とともに、プライマリセルからの１つまたは複数のセカンダ
リセルのうちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのＳＩＢ１３情報を送るための
手段をさらに含む。装置は、少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少なくとも１つ
の関心のある周波数を指定するＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを受信するため
の手段と、受信されたＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに基づいて、少なくとも
１つのセカンダリセルの各々についてのＳＩＢ１３情報を含むように情報要素を構築する
ための手段とをさらに含み得る。ＳＩＢ１３情報は情報要素内で送られる。
【００９９】
　[00147]上述の手段は、上述の手段によって列挙された機能を実行するように構成され
た、装置３７０２、および／または装置３７０２’の処理システム３８１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記に記載されたように、処理システム３８
１４は、ＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ
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６７５とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって列挙
された機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０
、およびコントローラ／プロセッサ６７５であり得る。
【０１００】
　[00148]図３９は、例示的な装置３９０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図３９００である。装置３９０２は、ＭＣＣＨ変更
通知を構築するように構成された、ＭＣＣＨ変更通知モジュール３９０６を含む。装置３
９０２は、ＭＣＣＨ変更通知モジュール３９０６からＭＣＣＨ変更通知を受信し、第２の
セルの第２の周波数上で第１のセルの第１の周波数についてのＭＣＣＨ変更通知をＵＥ３
９５０に送るように構成された、送信モジュール３９０８をさらに含む。送信モジュール
３９０８は、ＰＤＣＣＨ上でＭＣＣＨ変更通知を送るように構成され得る。送信モジュー
ル３９０８は、ＤＣＩ内でＭＣＣＨ変更通知を送るように構成され得る。送信モジュール
３９０８は、ＤＣＩフォーマットの１Ｃメッセージ内でＤＣＩを送るように構成され得る
。ＭＣＣＨ変更通知モジュール３９０６は、ＭＣＣＨ変更通知が適用される第１のセルの
周波数インデックスを識別するキャリア周波数インデックスを、ＤＣＩ内に含めるように
構成され得る。送信モジュール３９０８は、第１のセルから第１のセルについてのＭＣＣ
Ｈ変更通知を送るように構成され得る。送信モジュール３９０８は、第１のセルおよび第
２のセルから同時に第１のセルについてのＭＣＣＨ変更通知を送るように構成され得る。
装置３９０２は、少なくとも１つのＵＥの各々からＭＢＭＳ関心インジケーションメッセ
ージを受信するように構成された、受信モジュール３９０４をさらに含み得る。少なくと
も１つのＵＥの各々からのＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージのうちの少なくとも
１つは、第１の周波数を含む少なくとも１つの関心のある周波数を指定することができる
。受信モジュール３９０４は、ＭＣＣＨ変更通知モジュール３９０６にＭＢＭＳ関心イン
ジケーションメッセージを供給するように構成され、ＭＣＣＨ変更通知モジュール３９０
６は、指定された少なくとも１つの関心のある周波数に基づいて、第１のセルについての
ＭＣＣＨ変更通知を送ることを決定するために、送信モジュール３９０８と通信するよう
に構成される。ＭＣＣＨ変更通知モジュール３９０６は、少なくとも１つの関心のある周
波数がある周波数を含まないとき、その周波数についての第２のＭＣＣＨ変更通知を送ら
ないようにすることを決定するように構成され得る。ＭＣＣＨ変更通知モジュール３９０
６は、ＵＥが第２のセルから通信を受信することができると決定し、ＵＥが第２のセルか
ら通信を受信することができるとの決定に基づいて、第２のセルからＭＣＣＨ変更通知を
送ることを決定するように構成され得る。ＭＣＣＨ変更通知モジュール３９０６は、ｅＮ
Ｂによって送信された各周波数上でＭＣＣＨ変更通知を送るために、送信モジュール３９
０８と通信するように構成され得る。
【０１０１】
　[00149]装置は、図２７の上述のフローチャート内のアルゴリズムのステップの各々を
実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図２７の上述のフローチャート内の
各ステップは、１つのモジュールによって実行され、装置は、それらのモジュールのうち
の１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズ
ムを遂行するように具体的に構成され、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するよ
うに構成されたプロセッサによって実装され、プロセッサによる実装のためにコンピュー
タ可読媒体内に記憶された、１つもしくは複数のハードウェア構成要素、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。
【０１０２】
　[00150]図４０は、処理システム４０１４を用いる装置３９０２’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図４０００である。処理システム４０１４は、バス４０２４によ
って全般的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス４０２４は、処理
システム４０１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
するバスとブリッジとを含み得る。バス４０２４は、プロセッサ４００４、モジュール３
９０４、３９０６、３９０８、およびコンピュータ可読媒体４００６によって表される、
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１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な回路を
互いにリンクする。バス４０２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、お
よび電力管理回路などの様々な他の回路をリンクすることができるが、これらの回路は当
技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上記載されない。
【０１０３】
　[00151]処理システム４０１４は、トランシーバ４０１０に結合され得る。トランシー
バ４０１０は、１つまたは複数のアンテナ４０２０に結合される。トランシーバ４０１０
は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。処理システム４
０１４は、コンピュータ可読媒体４００６に結合されたプロセッサ４００４を含む。プロ
セッサ４００４は、コンピュータ可読媒体４００６に記憶されたソフトウェアの実行を含
む一般的な処理に関与する。ソフトウェアは、プロセッサ４００４によって実行されたと
き、任意の特定の装置のための上記に記載された様々な機能を処理システム４０１４に実
行させる。コンピュータ可読媒体４００６は、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ
４００４によって操作されるデータを記憶するためにさらに使用されうる。処理システム
は、モジュール３９０４、３９０６、および３９０８のうちの少なくとも１つをさらに含
む。それらのモジュールは、プロセッサ４００４内で動作し、コンピュータ可読媒体４０
０６内に存在する／記憶されたソフトウェアモジュール、プロセッサ４００４に結合され
た１つもしくは複数のハードウェアモジュール、またはそれらの何らかの組合せであり得
る。処理システム４０１４は、ｅＮＢ６１０の構成要素であり得るし、メモリ６７６、な
らびに／またはＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、およびコントローラ／プ
ロセッサ６７５のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１０４】
　[00152]一構成では、ワイヤレス通信のための装置３９０２／３９０２’は、ＭＣＣＨ
変更通知を構築するための手段と、第２のセルの第２の周波数上で第１のセルの第１の周
波数についてのＭＣＣＨ変更通知を送るための手段とを含む。装置は、第１のセルから第
１のセルについてのＭＣＣＨ変更通知を送るための手段をさらに含み得る。装置は、少な
くとも１つのＵＥの各々からＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを受信するための
手段をさらに含み得る。少なくとも１つのＵＥの各々からのＭＢＭＳ関心インジケーショ
ンメッセージのうちの少なくとも１つは、第１の周波数を含む少なくとも１つの関心のあ
る周波数を指定することができる。装置は、指定された少なくとも１つの関心のある周波
数に基づいて、第１のセルについてのＭＣＣＨ変更通知を送ることを決定するための手段
をさらに含み得る。装置は、少なくとも１つの関心のある周波数がある周波数を含まない
とき、その周波数についての第２のＭＣＣＨ変更通知を送らないようにすることを決定す
るための手段をさらに含み得る。装置は、ＵＥが第２のセルから通信を受信することがで
きると決定するための手段と、ＵＥが第２のセルから通信を受信することができるとの決
定に基づいて、第２のセルからＭＣＣＨ変更通知を送ることを決定するための手段とをさ
らに含み得る。装置は、ｅＮＢによって送信された各周波数上でＭＣＣＨ変更通知を送る
ための手段をさらに含み得る。
【０１０５】
　[00153]上述の手段は、上述の手段によって列挙された機能を実行するように構成され
た、装置３９０２、および／または装置３９０２’の処理システム４０１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記に記載されたように、処理システム４０
１４は、ＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ
６７５とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって列挙
された機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０
、およびコントローラ／プロセッサ６７５であり得る。
【０１０６】
　[00154]図４１は、例示的な装置４１０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図４１００である。装置４１０２は、プライマリセ
ルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの１つまたは複数
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のセカンダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアを有する構成をｅＮＢ４１
５０から受信するように構成された、受信モジュール４１０４を含む。受信モジュール４
１０４は、アグリゲートされたキャリアモジュール４１０６に受信された構成を供給する
ように構成される。受信モジュール４１０４はまた、構成とともに、プライマリセルから
の１つまたは複数のセカンダリセルのうちの少なくとも１つのセカンダリセルについての
ＳＩＢ１３情報を受信するように構成される。受信モジュール４１０４は、ＭＢＭＳモジ
ュール４１１０にＳＩＢ１３情報を供給するように構成される。受信モジュール４１０４
は、ＰＤＳＣＨ内でＳＩＢ１３情報を受信するように構成され得る。受信モジュール４１
０４は、構成とともに情報要素内でＳＩＢ１３情報を受信するように構成され得る。情報
要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素であり得る。ＳＩＢ１３情報は、
１つまたは複数のＭＢＳＦＮエリアに関連付けられたＭＢＭＳ制御情報を取得するための
情報を含むＭＢＳＦＮエリア情報リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢ
ＭＳ通知関連構成パラメータを含むＭＢＭＳ通知構成とを含み得る。受信モジュール４１
０４は、ＲＲＣ接続再構成メッセージ内でＳＩＢ１３情報を受信するように構成され得る
。装置４１０２は、少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少なくとも１つの関心の
ある周波数を指定する、ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを送信するように構成
された、送信モジュール４１０８をさらに含み得る。ＳＩＢ１３情報は、ＭＢＭＳ関心イ
ンジケーションメッセージに応答して、少なくとも１つのセカンダリセルについて受信さ
れ得る。
【０１０７】
　[00155]装置は、図２８の上述のフローチャート内のアルゴリズムのステップの各々を
実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図２８の上述のフローチャート内の
各ステップは、１つのモジュールによって実行され、装置は、それらのモジュールのうち
の１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズ
ムを遂行するように具体的に構成され、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するよ
うに構成されたプロセッサによって実装され、プロセッサによる実装のためにコンピュー
タ可読媒体内に記憶された、１つもしくは複数のハードウェア構成要素、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。
【０１０８】
　[00156]図４２は、処理システム４２１４を用いる装置４１０２’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図４２００である。処理システム４２１４は、バス４２２４によ
って全般的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス４２２４は、処理
システム４２１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
するバスとブリッジとを含み得る。バス４２２４は、プロセッサ４２０４、モジュール４
１０４、４１０６、４１０８、４１１０、およびコンピュータ可読媒体４２０６によって
表される、１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様
々な回路を互いにリンクする。バス４２２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧
調整器、および電力管理回路などの様々な他の回路をリンクすることができるが、これら
の回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上記載されない。
【０１０９】
　[00157]処理システム４２１４は、トランシーバ４２１０に結合され得る。トランシー
バ４２１０は、１つまたは複数のアンテナ４２２０に結合される。トランシーバ４２１０
は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。処理システム４
２１４は、コンピュータ可読媒体４２０６に結合されたプロセッサ４２０４を含む。プロ
セッサ４２０４は、コンピュータ可読媒体４２０６に記憶されたソフトウェアの実行を含
む一般的な処理に関与する。ソフトウェアは、プロセッサ４２０４によって実行されたと
き、任意の特定の装置のための上記に記載された様々な機能を処理システム４２１４に実
行させる。コンピュータ可読媒体４２０６は、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ
４２０４によって操作されるデータを記憶するためにさらに使用され得る。処理システム
は、モジュール４１０４、４１０６、４１０８、および４１１０のうちの少なくとも１つ
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をさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ４２０４内で動作し、コンピュータ可
読媒体４２０６内に存在する／記憶されたソフトウェアモジュール、プロセッサ４２０４
に結合された１つもしくは複数のハードウェアモジュール、またはそれらの何らかの組合
せであり得る。処理システム４２１４は、ＵＥ６５０の構成要素である可能性があり、メ
モリ６６０、および／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコン
トローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１１０】
　[00158]一構成では、ワイヤレス通信のための装置４１０２／４１０２’は、プライマ
リセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの１つまたは
複数のセカンダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアを有する構成を受信す
るための手段を含む。装置は、構成とともに、プライマリセルからの１つまたは複数のセ
カンダリセルのうちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのＳＩＢ１３情報を受信
するための手段をさらに含む。装置は、少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少な
くとも１つの関心のある周波数を指定する、ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを
送信するための手段をさらに含み得る。ＳＩＢ１３情報は、ＭＢＭＳ関心インジケーショ
ンメッセージに応答して、少なくとも１つのセカンダリセルについて受信され得る。
【０１１１】
　[00159]上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成され
た、装置４１０２、および／または装置４１０２’の処理システム４２１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム４２１
４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６
５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れた機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、お
よびコントローラ／プロセッサ６５９であり得る。
【０１１２】
　[00160]図４３は、例示的な装置４３０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図４３００である。装置４３０２は、プライマリセ
ルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数の対応するセカンダリセルからの１つま
たは複数のセカンダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアを有する構成を受
信するように構成された、受信モジュール４３０４を含む。受信モジュール４３０４はま
た、第２のセルの第２の周波数上で、第１のセルの第１の周波数についてのＭＣＣＨ変更
通知を受信するように構成される。受信モジュール４３０４は、ＰＤＣＣＨ上でＭＣＣＨ
変更通知を受信するように構成され得る。受信モジュール４３０４は、ＤＣＩ内でＭＣＣ
Ｈ変更通知を受信するように構成され得る。受信モジュール４３０４は、ＤＣＩフォーマ
ットの１Ｃメッセージ内でＤＣＩを受信するように構成され得る。ＤＣＩは、ＭＣＣＨ変
更が適用される第１のセルの周波数インデックスを識別するキャリア周波数インデックス
を含み得る。受信モジュール４３０４は、第１のセルから第１のセルについてのＭＣＣＨ
変更通知を受信するように構成され得る。受信モジュール４３０４は、第１のセルおよび
第２のセルから同時に第１のセルについてのＭＣＣＨ変更通知を受信するように構成され
得る。受信モジュール４３０４は、ＭＢＭＳモジュール４３０６にＭＣＣＨ変更通知を供
給するように構成され得る。ＭＢＭＳモジュール４３０６は、第１の周波数を含む少なく
とも１つの関心のある周波数を指定するＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを生成
し、送信モジュール４３０８に生成されたメッセージを供給するように構成され得る。送
信モジュール４３０８は、ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを送信するように構
成され得る。第１のセルについてのＭＣＣＨ変更通知は、ＭＢＭＳ関心インジケーション
メッセージに応答して受信され得る。
【０１１３】
　[00161]装置は、図２９の上述のフローチャート内のアルゴリズムのステップの各々を
実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図２９の上述のフローチャート内の
各ステップは、１つのモジュールによって実行され、装置は、それらのモジュールのうち
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の１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズ
ムを遂行するように具体的に構成され、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するよ
うに構成されたプロセッサによって実装され、プロセッサによる実装のためにコンピュー
タ可読媒体内に記憶された、１つもしくは複数のハードウェア構成要素、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。
【０１１４】
　[00162]図４４は、処理システム４４１４を用いる装置４３０２’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図４４００である。処理システム４４１４は、バス４４２４によ
って全般的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス４４２４は、処理
システム４４１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
するバスとブリッジとを含み得る。バス４４２４は、プロセッサ４４０４、モジュール４
３０４、４３０６、４３０８、およびコンピュータ可読媒体４４０６によって表される、
１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な回路を
互いにリンクする。バス４４２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、お
よび電力管理回路などの様々な他の回路をリンクすることができるが、これらの回路は当
技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上記載されない。
【０１１５】
　[00163]処理システム４４１４は、トランシーバ４４１０に結合され得る。トランシー
バ４４１０は、１つまたは複数のアンテナ４４２０に結合される。トランシーバ４４１０
は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。処理システム４
４１４は、コンピュータ可読媒体４４０６に結合されたプロセッサ４４０４を含む。プロ
セッサ４４０４は、コンピュータ可読媒体４４０６に記憶されたソフトウェアの実行を含
む一般的な処理に関与する。ソフトウェアは、プロセッサ４４０４によって実行されたと
き、任意の特定の装置のための上記に記載された様々な機能を処理システム４４１４に実
行させる。コンピュータ可読媒体４４０６は、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ
４４０４によって操作されるデータを記憶するためにさらに使用され得る。処理システム
は、モジュール４３０４、４３０６、および４３０８のうちの少なくとも１つをさらに含
む。それらのモジュールは、プロセッサ４４０４内で動作し、コンピュータ可読媒体４４
０６内に存在する／記憶されたソフトウェアモジュール、プロセッサ４４０４に結合され
た１つもしくは複数のハードウェアモジュール、またはそれらの何らかの組合せであり得
る。処理システム４４１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得るし、メモリ６６０、なら
びに／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロ
セッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１１６】
　[00164]一構成では、ワイヤレス通信のための装置４３０２／４３０２’は、プライマ
リセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数の対応するセカンダリセルからの１
つまたは複数のセカンダリキャリアとを含む、アグリゲートされたキャリアを有する構成
を受信するための手段と、第２のセルの第２の周波数上で第１のセルの第１の周波数につ
いてのＭＣＣＨ変更通知を受信するための手段とを含む。装置は、第１のセルから第１の
セルについてのＭＣＣＨ変更通知を受信するための手段をさらに含み得る。装置は、ＭＢ
ＭＳ関心インジケーションメッセージを送信するための手段をさらに含み得る。ＭＢＭＳ
関心インジケーションメッセージは、第１の周波数を含む少なくとも１つの関心のある周
波数を指定することができる。第１のセルについてのＭＣＣＨ変更通知は、ＭＢＭＳ関心
インジケーションメッセージに応答して受信され得る。
【０１１７】
　[00165]上述の手段は、上述の手段によって列挙された機能を実行するように構成され
た、装置４３０２、および／または装置４３０２’の処理システム４４１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記に記載されたように、処理システム４４
１４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ
６５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって列挙
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された機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６
、およびコントローラ／プロセッサ６５９であり得る。
【０１１８】
　[00166]図４５は、例示的な装置４５０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図４５００である。装置４５０２は、第１の受信チ
ェーンを介してサービングｅＮＢ４５５０の第１のセルから第１の周波数上で、ユニキャ
スト通信またはブロードキャスト／マルチキャスト通信のうちの少なくとも１つを受信す
るように構成された、第１の受信チェーンモジュール４５０４を含む。装置４５０２は、
ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、または基準信号通信のうち
の少なくとも１つを受信する命令をサービングｅＮＢから受信せずに、第２の受信チェー
ンを介してサービングｅＮＢの第２のセルから第２の周波数上で、ブロードキャスト／マ
ルチキャスト信号通信、同期信号通信、または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受
信するように構成された、第２の受信チェーンモジュール４５１０をさらに含む。
【０１１９】
　[00167]一構成では、ＵＥはＲＲＣアイドルモードにあり、第１の周波数上のページン
グ信号は、第１の受信チェーンを介して受信され、第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭ
ＣＣＨのうちの少なくとも１つは、第２の受信チェーンを介して受信される。一構成では
、装置４５０２は、受信されたＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つに基づ
いて、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信することを
決定するように構成された、制御モジュール４５０８をさらに含む。制御モジュール４５
０８は、制御モジュール４５０８が第２のセルに対して周波数間セルの再選択を実行する
前に、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信するために
、第２の受信チェーンモジュール４５１０と通信するようにさらに構成される。制御モジ
ュール４５０８は、ＭＢＭＳモジュール４５０６に受信されたＭＢＭＳサービスを供給す
るように構成される。制御モジュール４５０８は、第２の周波数を最も高い優先順位に設
定し、第２のセルに対して周波数間セルの再選択を実行し、第２のセルに対して周波数間
セルの再選択を実行すると、第１の受信チェーンを介して第１のセルから第１の周波数上
ではなく、第２の受信チェーンを介して第２のセルから第２の周波数上でページング信号
を受信するために、第２の受信チェーンモジュール４５１０と通信するように構成される
。制御モジュール４５０８は、第１の受信チェーンをオフにするために、第２の受信チェ
ーンモジュール４５１０と通信するようにさらに構成される。
【０１２０】
　[00168]一構成では、ＭＢＭＳサービスは、第１の受信チェーンを介して第１の周波数
上で受信される。一構成では、制御モジュール４５０８は、受信されたＳＩＢ１３または
ＭＣＣＨのうちの少なくとも１つに基づいて、第２の受信チェーンを介して第２の周波数
上で第２のＭＢＭＳサービスを受信することを決定し、第２の受信チェーンを介して第２
の周波数上で第２のＭＢＭＳサービスを受信するために、第２の受信チェーンモジュール
４５１０と通信するように構成される。制御モジュール４５０８は、ＭＢＭＳモジュール
４５０６に受信されたＭＢＭＳサービスを供給するように構成される。制御モジュール４
５０８は、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で、ページング信号と、ＭＩＢと
、ＳＩＢ１と、ＳＩＢ１３とをモニタするために、第２の受信チェーンモジュール４５１
０と通信するようにさらに構成される。一構成では、ＵＥはＲＲＣ接続モードにあり、第
１の周波数上のユニキャスト信号は、第１の受信チェーンを介して受信され、第２の周波
数上のＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つは、第２の受信チェーンを介し
て受信される。一構成では、制御モジュール４５０８は、受信されたＳＩＢ１３またはＭ
ＣＣＨのうちの少なくとも１つに基づいて、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上
でＭＢＭＳサービスを受信することを決定し、第２の受信チェーンを介して第２の周波数
上でＭＢＭＳサービスを受信するために、第２の受信チェーンモジュール４５１０と通信
するように構成される。制御モジュール４５０８は、ＭＢＭＳモジュール４５０６に受信
されたＭＢＭＳサービスを供給するように構成される。一構成では、制御モジュール４５
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０８は、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で、ページング信号と、ＭＩＢと、
ＳＩＢ１と、ＳＩＢ１３とをモニタするために、第２の受信チェーンモジュール４５１０
と通信するようにさらに構成される。
【０１２１】
　[00169]一構成では、ＭＢＭＳモジュール４５０６は、第１のセルまたは第２のセルの
うちの１つに対応する少なくとも１つの関心のある周波数を指定するＭＢＭＳ関心インジ
ケーションメッセージを生成し、サービングｅＮＢ４５５０にＭＢＭＳ関心インジケーシ
ョンメッセージを送るために、送信モジュール４５１２と通信するように構成される。制
御モジュール４５０８は、少なくとも１つの関心のある周波数が第２のセルに対応すると
き、第２のセルに対して周波数間ハンドオーバを行うように命令するメッセージを受信し
、メッセージを受信すると第２のセルに対して周波数間ハンドオーバを実行するように構
成される。一構成では、制御モジュール４５０８は、プライマリセルとセカンダリセルと
を含むアグリゲートされたキャリア向けの構成を受信するように構成される。第１のセル
はプライマリセルであり、第２のセルはセカンダリセルである。ユニキャスト信号は、第
１の受信チェーンを介してプライマリセルから受信される。制御モジュール４５０８は、
第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で、少なくとも１つのページング信号と、Ｍ
ＩＢと、ＳＩＢ１と、ＳＩＢ１３とをモニタするために、第２の受信チェーンモジュール
４５１０と通信するように構成される。一構成では、制御モジュール４５０８は、第２の
受信チェーンを介してセカンダリセルから、ＳＩＢ１３、ＭＣＣＨ、およびＭＴＣＨのう
ちの少なくとも１つを受信するように構成される。一構成では、ＭＢＭＳモジュール４５
０６は、第３の周波数を指定するＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを生成し、サ
ービングｅＮＢ４５５０にＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージを送るために、送信
モジュール４５１２と通信するように構成される。制御モジュール４５０８は、その中で
プライマリセルまたはセカンダリセルのうちの１つが第３の周波数を提供する、アグリゲ
ートされたキャリア向けの構成を受信するように構成される。
【０１２２】
　[00170]一構成では、第１の周波数上のページング信号およびＭＢＭＳサービスは、第
１の受信チェーンを介して受信される。一構成では、制御モジュール４５０８は、第１の
周波数がそれを介して受信されたＶＰＬＭＮよりも高い優先順位を有するＰＬＭＮを探索
することを決定するように構成される。ＶＰＬＭＮよりも高い優先順位を有するＰＬＭＮ
を探索することを決定すると、第２の周波数上のＭＩＢおよびＳＩＢ１は、第２の受信チ
ェーンを介して受信される。一構成では、制御モジュール４５０８は、周波数間測定また
はＲＡＴ間測定を実行することを決定するように構成される。周波数間測定またはＲＡＴ
間測定を実行することを決定すると、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＣＲＳは、第２の受信チェ
ーンを介して第２の周波数上で受信される。
【０１２３】
　[00171]一構成では、第１の周波数上のユニキャストサービスおよびＭＢＭＳサービス
は、第１の受信チェーンを介して受信される。一構成では、制御モジュール４５０８は、
周波数間測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定するように構成される。周波数間
測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定すると、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＣＲＳは
、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で受信される。一構成では、制御モジュー
ル４５０８は、第１の受信チェーンを介してＡＮＲ測定を実行するメッセージを受信する
ために、第１の受信チェーンモジュール４５０４と通信し、第２の受信チェーンを介して
ＡＮＲ測定を実行するために、第２の受信チェーンモジュール４５１０と通信するように
構成される。
【０１２４】
　[00172]装置は、図３０～図３６の上述のフローチャート内のアルゴリズムのステップ
の各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図３０～図３６の上述のフ
ローチャート内の各ステップは、１つのモジュールによって実行され、装置は、それらの
モジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロ
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セス／アルゴリズムを遂行するように具体的に構成され、述べられたプロセス／アルゴリ
ズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装され、プロセッサによる実装の
ためにコンピュータ可読媒体内に記憶された、１つもしくは複数のハードウェア構成要素
、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【０１２５】
　[00173]図４６は、処理システム４６１４を用いる装置４５０２’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図４６００である。処理システム４６１４は、バス４６２４によ
って全般的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス４６２４は、処理
システム４６１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
するバスとブリッジとを含み得る。バス４６２４は、プロセッサ４６０４、モジュール４
５０４、４５０６、４５０８、４５１０、４５１２、およびコンピュータ可読媒体４６０
６によって表される、１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュー
ルを含む様々な回路を互いにリンクする。バス４６２４はまた、タイミングソース、周辺
機器、電圧調整器、および電力管理回路などの様々な他の回路をリンクすることができる
が、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上記載さ
れない。
【０１２６】
　[00174]処理システム４６１４は、トランシーバ４６１０に結合され得る。トランシー
バ４６１０は、１つまたは複数のアンテナ４６２０に結合される。トランシーバ４６１０
は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。処理システム４
６１４は、コンピュータ可読媒体４６０６に結合されたプロセッサ４６０４を含む。プロ
セッサ４６０４は、コンピュータ可読媒体４６０６に記憶されたソフトウェアの実行を含
む一般的な処理に関与する。ソフトウェアは、プロセッサ４６０４によって実行されたと
き、任意の特定の装置のための上記に記載された様々な機能を処理システム４６１４に実
行させる。コンピュータ可読媒体４６０６は、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ
４６０４によって操作されるデータを記憶するためにさらに使用され得る。処理システム
は、モジュール４５０４、４５０６、４５０８、４５１０、および４５１２のうちの少な
くとも１つをさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ４６０４内で動作し、コン
ピュータ可読媒体４６０６内に存在する／記憶されたソフトウェアモジュール、プロセッ
サ４６０４に結合された１つもしくは複数のハードウェアモジュール、またはそれらの何
らかの組合せであり得る。処理システム４６１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得るし
、メモリ６６０、ならびに／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およ
びコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１２７】
　[00175]一構成では、ワイヤレス通信のための装置４５０２／４５０２’は、第１の受
信チェーンを介してサービングｅＮＢの第１のセルから第１の周波数上で、ユニキャスト
通信またはブロードキャスト／マルチキャスト通信のうちの少なくとも１つを受信するた
めの手段を含む。装置は、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、
または基準信号通信のうちの少なくとも１つを受信する命令をサービングｅＮＢから受信
せずに、第２の受信チェーンを介してサービングｅＮＢの第２のセルから第２の周波数上
で、ブロードキャスト／マルチキャスト信号通信、同期信号通信、または基準信号通信の
うちの少なくとも１つを受信するための手段をさらに含む。一構成では、ＵＥはＲＲＣア
イドルモードにあり、第１の周波数上のページング信号は、第１の受信チェーンを介して
受信され、第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つは、第２
の受信チェーンを介して受信される。装置は、受信されたＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのう
ちの少なくとも１つに基づいて、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳ
サービスを受信することを決定するための手段と、第２のセルに対して周波数間セルの再
選択を実行する前に、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳサービスを
受信するための手段とをさらに含み得る。装置は、第２の周波数を最も高い優先順位に設
定するための手段と、第２のセルに対して周波数間セルの再選択を実行するための手段と
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、第２のセルに対して周波数間セルの再選択を実行すると、第１の受信チェーンを介して
第１のセルから第１の周波数上ではなく、第２の受信チェーンを介して第２のセルから第
２の周波数上でページング信号を受信するための手段とをさらに含み得る。装置は、第１
の受信チェーンをオフにするための手段をさらに含み得る。
【０１２８】
　[00176]一構成では、ＭＢＭＳサービスは、第１の受信チェーンを介して第１の周波数
上で受信される。装置は、受信されたＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つ
に基づいて、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で第２のＭＢＭＳサービスを受
信することを決定するための手段と、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で第２
のＭＢＭＳサービスを受信するための手段と、第２の受信チェーンを介して第２の周波数
上で、ページング信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ１と、ＳＩＢ１３とをモニタするための手段
とをさらに含み得る。
【０１２９】
　[00177]一構成では、ＵＥはＲＲＣ接続モードにあり、第１の周波数上のユニキャスト
信号は、第１の受信チェーンを介して受信され、第２の周波数上のＳＩＢ１３またはＭＣ
ＣＨのうちの少なくとも１つは、第２の受信チェーンを介して受信される。装置は、受信
されたＳＩＢ１３またはＭＣＣＨのうちの少なくとも１つに基づいて、第２の受信チェー
ンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信することを決定するための手段と、
第２の受信チェーンを介して第２の周波数上でＭＢＭＳサービスを受信するための手段と
をさらに含み得る。装置は、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で、ページング
信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ１と、ＳＩＢ１３とをモニタするための手段をさらに含み得る
。装置は、第１のセルまたは第２のセルのうちの１つに対応する少なくとも１つの関心の
ある周波数を指定するＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージをサービングｅＮＢに送
るための手段と、少なくとも１つの関心のある周波数が第２のセルに対応するとき、第２
のセルに対して周波数間ハンドオーバを行うように命令するメッセージを受信するための
手段と、メッセージを受信すると第２のセルに対して周波数間ハンドオーバを実行するた
めの手段とをさらに含み得る。
【０１３０】
　[00178]一構成では、装置は、プライマリセルとセカンダリセルとを含むアグリゲート
されたキャリア向けの構成を受信するための手段をさらに含み得る。第１のセルはプライ
マリセルであり、第２のセルはセカンダリセルである。ユニキャスト信号は、第１の受信
チェーンを介してプライマリセルから受信される。装置は、第２の受信チェーンを介して
第２の周波数上で、少なくとも１つのページング信号と、ＭＩＢと、ＳＩＢ１と、ＳＩＢ
１３とをモニタするための手段をさらに含み得る。装置は、第２の受信チェーンを介して
セカンダリセルから、ＳＩＢ１３、ＭＣＣＨ、およびＭＴＣＨのうちの少なくとも１つを
受信するための手段をさらに含み得る。装置は、第３の周波数を指定するＭＢＭＳ関心イ
ンジケーションメッセージをサービングｅＮＢに送るための手段と、その中でプライマリ
セルまたはセカンダリセルのうちの１つが第３の周波数を提供する、アグリゲートされた
キャリア向けの構成を受信するための手段とをさらに含み得る。
【０１３１】
　[00179]一構成では、第１の周波数上のページング信号およびＭＢＭＳサービスは、第
１の受信チェーンを介して受信される。装置は、第１の周波数がそれを介して受信された
ＶＰＬＭＮよりも高い優先順位を有するＰＬＭＮを探索することを決定するための手段を
さらに含み得る。ＶＰＬＭＮよりも高い優先順位を有するＰＬＭＮを探索することを決定
すると、第２の周波数上のＭＩＢおよびＳＩＢ１は、第２の受信チェーンを介して受信さ
れる。装置は、周波数間測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定するための手段を
さらに含み得る。周波数間測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定すると、ＰＳＳ
、ＳＳＳ、およびＣＲＳは、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で受信され得る
。
【０１３２】
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　[00180]一構成では、第１の周波数上のユニキャストサービスおよびＭＢＭＳサービス
は、第１の受信チェーンを介して受信される。そのような構成では、装置は、周波数間測
定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定するための手段をさらに含み得る。周波数間
測定またはＲＡＴ間測定を実行することを決定すると、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＣＲＳは
、第２の受信チェーンを介して第２の周波数上で受信され得る。装置は、第１の受信チェ
ーンを介してＡＮＲ測定を実行するメッセージを受信するための手段と、第２の受信チェ
ーンを介してＡＮＲ測定を実行するための手段とをさらに含み得る。
【０１３３】
　[00181]上述の手段は、上述の手段によって列挙された機能を実行するように構成され
た、装置４５０２、および／または装置４５０２’の処理システム４６１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記に記載されたように、処理システム４６
１４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ
６５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって列挙
された機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６
、およびコントローラ／プロセッサ６５９であり得る。
【０１３４】
　[00182]開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法
の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステップ
の特定の順序または階層は並べ替えることができることを理解されたい。さらに、いくつ
かのステップは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々な
ステップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層
に限定されるものではない。
【０１３５】
　[00183]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実行できるようにす
るために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明ら
かであり、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許
請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回し
に矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記
されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意
味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまた
は複数の」を表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体
にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照によ
り本明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明
細書に開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されて
いるかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要
素が「のための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラ
スファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアでユーザ
機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記１つまたは複数のセカンダリセルの
うちの少なくとも１つのセカンダリセルのためのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１３
）情報を送ることと
　を備える、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）のワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ２］
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で送られ
る、
Ｃ１に記載の方法。
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　［Ｃ３］
　前記ＳＩＢ１３情報は、前記構成とともに情報要素内で前記ＵＥに送られる、Ｃ２に記
載の方法。
　［Ｃ４］
　前記情報要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素である、Ｃ３に記載の
方法。
　［Ｃ５］
　前記ＳＩＢ１３情報は、１つまたは複数のマルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに関連付けられたマルチメディアブロードキャストマ
ルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）制御情報を取得するための情報を含むＭＢＳＦＮエリ
ア情報リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢＭＳ通知関連構成パラメー
タを含むＭＢＭＳ通知構成と
　を備える、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記ＳＩＢ１３情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージ内で送られ
る、
Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少なくとも１つの関心のある周波数を
指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）関心イン
ジケーションメッセージを受信することと、
　前記受信されたＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに基づいて、前記少なくとも
１つのセカンダリセルの各々のための前記ＳＩＢ１３情報を含むように情報要素を構築す
ることと
　をさらに備え、前記ＳＩＢ１３情報は、前記情報要素内で送られる、
Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ８］
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアを有する
構成を受信することと、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記１つまたは複数のセカンダリセルの
うちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１
３）情報を受信することと
　を備える、ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ９］
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で受信さ
れる、
Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記ＳＩＢ１３情報は、前記構成とともに情報要素内で受信される、
Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記情報要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素である、Ｃ１０に記載
の方法。
　［Ｃ１２］
　前記ＳＩＢ１３情報は、１つまたは複数のマルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに関連付けられたマルチメディアブロードキャストマ
ルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）制御情報を取得するための情報を含むＭＢＳＦＮエリ
ア情報リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢＭＳ通知関連構成パラメー
タを含むＭＢＭＳ通知構成と
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　を備える、Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記ＳＩＢ１３情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージ内で受信さ
れる、
Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少なくとも１つの関心のある周波数を
指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）関心イン
ジケーションメッセージを送信することをさらに備え、前記ＳＩＢ１３情報は、前記ＭＢ
ＭＳ関心インジケーションメッセージに応答して前記少なくとも１つのセカンダリセルに
ついて受信される、
Ｃ９に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアでユーザ
機器（ＵＥ）を構成するための手段と、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記１つまたは複数のセカンダリセルの
うちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１
３）情報を送るための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
　［Ｃ１６］
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で送られ
る、
Ｃ１５に記載のｅＮＢ。
　［Ｃ１７］
　前記ＳＩＢ１３情報は、前記構成とともに情報要素内で前記ＵＥに送られる、Ｃ１６に
記載のｅＮＢ。
　［Ｃ１８］
　前記情報要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素である、Ｃ１７に記載
のｅＮＢ。
　［Ｃ１９］
　前記ＳＩＢ１３情報は、１つまたは複数のマルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに関連付けられたマルチメディアブロードキャストマ
ルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）制御情報を取得するための情報を含むＭＢＳＦＮエリ
ア情報リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢＭＳ通知関連構成パラメー
タを含むＭＢＭＳ通知構成と
　を備える、Ｃ１６に記載のｅＮＢ。
　［Ｃ２０］
　前記ＳＩＢ１３情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージ内で送られ
る、
Ｃ１６に記載のｅＮＢ。
　［Ｃ２１］
　前記少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少なくとも１つの関心のある周波数を
指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）関心イン
ジケーションメッセージを受信するための手段と、
　前記受信されたＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに基づいて、前記少なくとも
１つのセカンダリセルの各々について前記ＳＩＢ１３情報を含むように情報要素を構築す
るための手段と
　をさらに備え、前記ＳＩＢ１３情報は、前記情報要素内で送られる、
Ｃ１６に記載のｅＮＢ。
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　［Ｃ２２］
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアを有する
構成を受信するための手段と、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記１つまたは複数のセカンダリセルの
うちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１
３）情報を受信するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）。
　［Ｃ２３］
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で受信さ
れる、
Ｃ２２に記載のＵＥ。
　［Ｃ２４］
　前記ＳＩＢ１３情報は、前記構成とともに情報要素内で受信される、
Ｃ２３に記載のＵＥ。
　［Ｃ２５］
　前記情報要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素である、Ｃ２４に記載
のＵＥ。
　［Ｃ２６］
　前記ＳＩＢ１３情報は、１つまたは複数のマルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに関連付けられたマルチメディアブロードキャストマ
ルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）制御情報を取得するための情報を含むＭＢＳＦＮエリ
ア情報リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢＭＳ通知関連構成パラメー
タを含むＭＢＭＳ通知構成と
　を備える、Ｃ２３に記載のＵＥ。
　［Ｃ２７］
　前記ＳＩＢ１３情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージ内で受信さ
れる、
Ｃ２３に記載のＵＥ。
　［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少なくとも１つの関心のある周波数を
指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）関心イン
ジケーションメッセージを送信するための手段をさらに備え、前記ＳＩＢ１３情報が、前
記ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに応答して前記少なくとも１つのセカンダリ
セルについて受信される、
Ｃ２３に記載のＵＥ。
　［Ｃ２９］
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアでユーザ
機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記１つまたは複数のセカンダリセルの
うちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１
３）情報を送ることと
　を行うように構成された、処理システムを備える、
ワイヤレス通信のための発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
　［Ｃ３０］
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で送られ
る、
Ｃ２９に記載のｅＮＢ。
　［Ｃ３１］
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　前記ＳＩＢ１３情報は、前記構成とともに情報要素内で前記ＵＥに送られる、Ｃ３０に
記載のｅＮＢ。
　［Ｃ３２］
　前記情報要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素である、Ｃ３１に記載
のｅＮＢ。
　［Ｃ３３］
　前記ＳＩＢ１３情報は、１つまたは複数のマルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに関連付けられたマルチメディアブロードキャストマ
ルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）制御情報を取得するための情報を含むＭＢＳＦＮエリ
ア情報リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢＭＳ通知関連構成パラメー
タを含むＭＢＭＳ通知構成と
　を備える、Ｃ３０に記載のｅＮＢ。
　［Ｃ３４］
　前記ＳＩＢ１３情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージ内で送られ
る、
Ｃ３０に記載のｅＮＢ。
　［Ｃ３５］
　前記処理システムは、
　前記少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少なくとも１つの関心のある周波数を
指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）関心イン
ジケーションメッセージを受信することと、
　前記受信されたＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに基づいて、前記少なくとも
１つのセカンダリセルの各々について前記ＳＩＢ１３情報を含むように情報要素を構築す
ることと
　を行うようにさらに構成され、前記ＳＩＢ１３情報は、前記情報要素内で送られる、Ｃ
３０に記載のｅＮＢ。
　［Ｃ３６］
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアを有する
構成を受信することと、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記１つまたは複数のセカンダリセルの
うちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１
３）情報を受信することと
　を行うように構成された、処理システムを備える、
ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）。
　［Ｃ３７］
　前記ＳＩＢ１３情報は、物理ダウンリンク共有制御チャネル（ＰＤＳＣＨ）内で受信さ
れる、
Ｃ３６に記載のＵＥ。
　［Ｃ３８］
　前記ＳＩＢ１３情報は、前記構成とともに情報要素内で受信される、
Ｃ３７に記載のＵＥ。
　［Ｃ３９］
　前記情報要素は、無線リソース構成共通セカンダリセル情報要素である、Ｃ３８に記載
のＵＥ。
　［Ｃ４０］
　前記ＳＩＢ１３情報は、１つまたは複数のマルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに関連付けられたマルチメディアブロードキャストマ
ルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）制御情報を取得するための情報を含むＭＢＳＦＮエリ
ア情報リストと、すべてのＭＢＳＦＮエリアに適用可能なＭＢＭＳ通知関連構成パラメー
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を備える、Ｃ３７に記載のＵＥ。
　［Ｃ４１］
　前記ＳＩＢ１３情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続再構成メッセージ内で受信さ
れる、
Ｃ３７に記載のＵＥ。
　［Ｃ４２］
　前記処理システムは、前記少なくとも１つのセカンダリセルに対応する少なくとも１つ
の関心のある周波数を指定するマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
（ＭＢＭＳ）関心インジケーションメッセージを送信するようにさらに構成され、前記Ｓ
ＩＢ１３情報は、前記ＭＢＭＳ関心インジケーションメッセージに応答して前記少なくと
も１つのセカンダリセルについて受信される、
Ｃ３７に記載のＵＥ。
　［Ｃ４３］
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアでユーザ
機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記１つまたは複数のセカンダリセルの
うちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１
３）情報を送ることと
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体を備える、
発展型ノードＢ（ｅＮＢ）内のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ４４］
　プライマリセルからのプライマリキャリアと、１つまたは複数のセカンダリセルからの
１つまたは複数のセカンダリキャリアとを備える、アグリゲートされたキャリアを有する
構成を受信することと、
　前記構成とともに、前記プライマリセルからの前記１つまたは複数のセカンダリセルの
うちの少なくとも１つのセカンダリセルについてのシステム情報ブロック１３（ＳＩＢ１
３）情報を受信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体を備える、
ユーザ機器（ＵＥ）内のコンピュータプログラム製品。
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